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世
界
遺
産
の
ま
ち
、
熊
野
市
。

熊
野
市
は
、
三
重
県
南
部
に
位
置

し
、
北
西
部
は
、
標
高
５
０
０

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
山
々
が
縦
横
に
連

な
っ
て
い
ま
す
。
南
西
部
は
和
歌
山
県
、

奈
良
県
と
接
し
て
い
ま
す
。
東
南
部
は

黒
潮
お
ど
る
熊
野
灘
に
面
し
て
お
り
、

リ
ア
ス
式
海
岸
と
白
砂
青
松
の
変
化
に

富
ん
だ
景
観
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
産
業

　

産
業
は
、
温
暖
多
雨
な
気
候
と
市
の

面
積
の
87
パ
ー
セ
ン
ト
が
山
林
と
い
う

地
形
か
ら
、
木
材
生
産

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
温
暖
な

気
候
に
育
ま
れ
た
み
か

ん
の
栽
培
が
盛
ん
で
、

こ
の
地
域
の
特
産
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。
中
で

も
、
新あ
た
し
か
ち
ょ
う

鹿
町
で
偶
然
発

見
さ
れ
平
成
９
年
に
新

し
い
柑
橘
と
し
て
登
録

さ
れ
た
新
姫
は
、
熊
野

市
特
産
の
小
ぶ
り
な
柑

橘
で
、
爽さ
わ

や
か
な
香
り

と
キ
リ
リ
と
し
た
苦
味

が
特
徴
。
調
味
料
や
ド

リ
ン
ク
な
ど
に
加
工
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

漁
業
に
つ
い
て
は
、
天
然
の
良
港
と
漁

場
に
恵
ま
れ
、
定
置
網
漁
業
や
敷
網
漁

業
な
ど
も
盛
ん
で
す
。
特
に
熊
野
灘
で

と
れ
る
さ
ん
ま
は
、
ほ
ど
よ
く
脂
が
落

ち
て
い
る
こ
と
か
ら
、
丸
干
し
や
郷
土

料
理
で
あ
る
さ
ん
ま
寿
司
と
し
て
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
ん
ま
は
魚
ぎ
ょ
し
ょ
う醤

な
ど
調
味
料
に
も
使
わ
れ
ま
す
。

　

山
の
自
然
で
は
、
平
成
16
年
７
月

７
日
に
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣

道
」
と
し
て
、
熊
野
市
の
歴
史
文
化
遺

産
で
あ
る
松
本
峠
や
大
吹
峠
な
ど
の
熊

野
古
道
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
豊
富
な
湯
量
が
自
慢
の
湯
ノ
口
温

泉
、
先
人
の
米
作
り
に
対
す
る
意
志
を

後
世
に
つ
な
ぐ
丸
山
千
枚
田
、
北
山
川

か
ら
な
る
紀
伊
半
島
随
一
を
誇
る
渓
谷

美
の
瀞ど
ろ
き
ょ
う峡
を
は
じ
め
と
す
る
、
美
し
い

今
年
、
桜
井
市
と
三
重
県
熊
野
市
は
、
友
好
都
市
締
結
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、

広
報
紙
の
紙
面
に
お
い
て
交
流
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
の
紹
介
を
し
ま
す
。
海
に
山
に
温
泉
…
…
自
然

が
豊
富
な
熊
野
市
を
、
一
度
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

友好都市締結
30周年
記念企画

10月25 日、両市はこれまで以上に経済産業、文化教育、観光
スポーツ、防災などの分野において交流を促進し、相互の理解
と友情を深めることを目指し「友好都市盟約書」を交わしました。

熊野古道松本峠（世界遺産）

楯ヶ崎湯ノ口温泉
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　25歳の頃、故郷である熊野市から桜井
市に移り住んだ庵前さん。当時、桜井は木
材の集積地として栄えており、林業の技術
を持った多くの人が熊野から移ってきてい
たと言います。そのほとんどが桜井市内で
製材所の職人や材木を売る商売人として活
躍。どこの製材所にも熊野出身者がいて、
仲間意識を高めていたそうです。
　三重県の「三」に熊野大花火が上がる海
岸「七

しち り
里御

み は ま
浜」をかけて「三

みは ま
浜会」という

熊野出身者の親睦会が、約 60年前に設立
されました。毎年運動会を開くほどの規模
で、家族ぐるみの付き合いも多い活気に溢
れた会でした。
　「このまま仲良く交流するだけではなく、
何か後世に残せたら…という気運が高まっ
ていた頃、私が会長に就任したんです。坪
田誠元熊野市長と池田栄三郎元桜井市長、
たまたま当時の両市長と話せる仲やったと
いうこともあり、友好都市を結んではどう
かという動きが出てきたんですわ。ちょう
ど三浜会の勝田剛造さんが市議会議員に
なったとき。会の尽力と勝田元議員の調整
があって、友好都市を結ぶことができたん
です」。庵前さんはそう振り返ります。
　「熊野と桜井は神武天皇の神話でもつな
がっているんです。熊野に降り立った天皇
は、八

やたがらす
咫烏の案内で大和へ来られ、初めて

の大
だいじょうさい
嘗祭を桜井の鳥

と み
見の霊

れい じ
畤で行ったと言

われています。その頃からのつながりを思
うと、今ここに友好都市で結ばれているの
も、偶然ではない気がしますね」

三
み は ま

浜会の尽力で
友好都市となったんですよ

庵前 紹暢さん (86)

水
が
流
れ
る
川
な
ど
自

然
の
宝
庫
で
す
。
ま
た
、

柱
状
節
理
の
景
勝
地
と

し
て
も
有
名
な
楯た
て
が
さ
き

ヶ
崎
、

無
数
の
洞
窟
が
階
段
状

に
並
ん
だ
奇
岩
奇
勝
で

知
ら
れ
る
鬼
ヶ
城
、
美

し
い
砂
浜
と
透
き
通
っ

た
遠
浅
の
海
が
自
慢
の

新あ
た
し
か鹿

・
大

お
お
ど
ま
り泊

海
水
浴
場

な
ど
、
海
の
自
然
も
満

ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

地
域
を
活
か
し
て

　

こ
れ
ら
の
自
然
や
、

温
暖
な
気
候
を
活
か
し

た
ス
ポ
ー
ツ
誘
客
を
進
め
て
お
り
、
野

球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
等
の
大
会
を
誘
致

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
、
ス

タ
ン
ド
ア
ッ
プ
・
パ
ド
ル
サ
ー
フ
ィ
ン

や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
の
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
、
山
の
自
然
を
存
分
に
体
験
で

き
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
幅
広

く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
自

然
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
体
験
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う「
豊

か
な
自
然
と
歴
史

に
育
ま
れ
た
、
活

力
と
潤
い
の
あ
る

ま
ち
・
熊
野
」
と

し
て
、
交
流
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

赤木城七里御浜



4広報わかざくら　平成28年12月号
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問　つどいの広場（ 43‐9112）問　保険医療課給付係（ 42‐9111 内線 527）

済んでいますか？今年の特定健診 子ども一時預かりが始まります

保健福祉センター「陽だまり」３
階のつどいの広場において、平

成 29 年１月から子ども一時預かりが
始まります。保護者の育児負担の軽減
やリフレッシュなどに、ぜひ活用してください。
�対象　桜井市在住で、満１歳以上就学前の子ども
�場所　つどいの広場（保健福祉センター「陽だまり」３階）
�時間　平日の午前９時～午後４時
�利用定員　１日おおむね４人程度
※�利用希望日が定員を超えた場合は、利用できない場合も
ありますのでご了承ください。
�利用方法　初回利用時までに、つどいの広場事務所で利
用登録書を記入のうえ、提出してください。利用希望日は、
電話または事務所で直接申込んでください。
�利用料金

１時間につき 1 時間を超えた場合
30分につき

児童１人につき 500円 250円

問　社会福祉課障害福祉係（ 42‐9111 内線 272）

12 月 3 日～ 9 日は「障がい者週間」です

障がいを持つ人が社会、経済、文化などさまざまな活
動に参加する意欲を高めるための啓発週間です。こ

の機会に心身に障がいを持つ人への理解を深めましょう。
知ってほしいこと
　障がいは、病気や事故と同じく誰にでも生じ得るもので
す。そして、障がいは多種多様で、同じ障がいでも症状は
一律ではありません。
　しかし、少しの介助があれば、活躍できることはたくさ
んあります。地域の中で日常生活を営み、障がいのない人
と同じ職場で働いている人や、趣味やスポーツなどで活躍
している人もたくさんいます。
障がいのある人に、こんな配慮をお願いします　
・温かく接してください。
・�困っていそうな場面を見かけたら「何かお困りですか」
と一声かけて、自分でできるサポートをしましょう。
・�「障がいがあるから」と決めつけないでください。それぞれ
の個性や能力が活かせることを一緒に考えてみましょう。
・介助者がいても、介助者ではなく本人に話しかけましょう。
・�障がいだけを見るのではなく、その人の全体像を見て接
しましょう。

◆障害者差別解消法が施行されました◆　
　「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（障
害者差別解消法）が、今年 4月に施行されました。この
法律では、国や地方自治体、民間事業者は障がいを理由に
差別的な取扱いをしてはいけないこと、そして、障がいの
ある人たちの社会参加を妨げている様々な障壁を取り除く
ために必要な配慮（合理的配慮）を提
供しなければならないことなどが定め
られています。
不当な差別的取扱いとは？
（事例）・車椅子の利用者が入店を断られた。
　　   ・障がいを理由にアパートを貸してもらえない。
※�ただし、利用することにより、障がいのある人に危険が
伴うなど他に方法がない場合は、差別にならないことが
あります。

合理的配慮とは？
・�メニューを分かりやすく説明したり、写真を活用する。
・�筆談、読み上げ、手話などでコミュニケーションを行う。
※�例えば、聴覚障がいがあるため筆談を依頼したが断られ
たなど、合理的配慮の不提供は差別にあたります。

利用料金
区分

順位 疾病名 割合 予防の可否

１位 慢性腎不全
（透析あり） 7.1% ○

２位 高血圧症 5.8% ○
３位 糖尿病 5.7% ○
４位 統合失調症 4.5%
５位 関節疾患 3.7%
６位 脂質異常症 2.5% ○
７位 うつ病 2.4%
８位 脳梗塞 2.1% ○
９位 骨折 1.9%
10位 狭心症 1.9% ○

桜 井市国保加入者の医療費を見ると、上位 10位のう
ち６項目（医療費の約４分の１）が予防可能な生活

習慣病関連の病気となっています。特定健診は、高血圧症
や糖尿病、脂質異常症など生活習慣病を早期に発見し、生
活を改善することで「脳梗塞」「心筋梗塞」「慢性腎不全」
などの合併症を予防するための健診です。毎年健診を受け
ることで、数値の変化が分かり病気の予防ができます。特
定健診を受けて自己健康管理をしましょう。
国保加入者の病名別で見た医療費割合（平成26年度）

（資料：国保データベースシステム）
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問　税務課市民税係（ 42‐9111 内線 541・542）

個人住民税の特別徴収による納付の
推進に取り組んでいます

所得税の源泉徴収義務がある事業者は、すべての従
業員の個人住民税を特別徴収しなければならない

こととなります。事業者や従業員の意思による徴収方法
の選択はできません。
　また、給与支払者には、すべての従業員の給与支払報
告書を市区町村に提出することが義務付けられています。
※�退職者で総支給額が 30万円以下の場合は提出が義務
付けられていませんが、公正な所得把握のため提出を
お願いします。

　退職者など特段の理由がある場合には、普通徴収が認
められます。なお、次の理由に該当する場合には別途切
り替え手続きが必要です。　
◆給与の支払形態が日払いのため天引きできない
◆他の事業所で特別徴収している
◆給与支払のない月がある

問　児童福祉課児童福祉係（ 42‐9111 内線 281）問　社会教育課生涯学習振興係（ 42‐9111 内線 608）

�日時　平成 29年１月９日㊊・㊗
〈受付〉午前９時 30分～
〈開会〉午前 10時～

�場所　市民会館
�対象　平成８年４月２日～平成９年４月１日に生まれた人
※�該当者のうち本市に住民登録をしている人には案内ハ
ガキを送付しますので、当日持参してください。

��内容　記念行事、抽選会ほか（企画：成人式実行委員会）
※�当日は、できる限り華美にならない服装で出席してく
ださい。

　仕事や病気などの諸事情で過去の成人式に参加できな
かった人で、今回の成人式に参加を希望する人は、ハガ
キまたはＦＡＸに「平成 29年成人式参加希望」・住所・
氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を記入のうえ、12 月
16日㊎〈必着〉までに社会教育課（〒633‐8585 大字
粟殿 202・ＦＡＸ45‐0962）へ。電話申込みもできます。
　�招待状を送付します。希望多数の場合は、
抽選となります。

2017（平成 29）年 成人式 児童扶養手当・特別児童扶養手当
の案内

　

児童扶養手当は、ひとり親家庭等に支給されます（所
得制限あり）。児童が児童福祉施設等に入所してい

たり里親に委託されているときは、支給されません。また、
平成10年３月31日以前に手当の該当要件が生じた人は、
正当な理由がない限り請求できません。（この場合の児童
とは、通常 18歳に達する日以降最初の３月 31日までの
人をいいます）

特 別児童扶養手当は、身体や精神に中程度以上の障
がいを持つ児童を家庭で養育している父もしくは

母、あるいは父母にかわってその児童を養育している人
に支給されます（所得制限あり）。また、対象児童が児童
福祉施設等に入所しているときおよび対象児童が障がい
を支給事由とする公的年金を受けることができるときは、
支給できません。（この場合の児童
とは 20歳未満の人をいいます）
　各手当の手続きが遅れると支給が
止まったり減額になったりしますの
で、手続きは早めにお願いします。

市
区
町
村

事
業
者

従
業
員
等

※�マイナンバーの記載は、平成 29 年度（28 年分）
から必要となります。

特別徴収税額の通知
（5 月 31 日まで）

税額の徴収 （給与天引き）
（６月～翌年 5 月支給分まで）

給与支払報告書※の提出
（1 月 31 日まで）

税額の納入
（翌月 10 日まで）

特別徴収税額の通知
（5 月 31 日まで）

（
桜
井
市
）

（
特
別
徴
収
義
務
者
）

（
納
税
義
務
者
）

②
特
別
徴
収
税
額
の
計
算

①

③

⑥

④

⑤

※�従業員が常時10名未満の事業者には、申請に
より納期を年２回とする制度があります。

◆�近畿 2府 4県内すべての市区町村で、個人住民税の特別徴収義務
の履行を徹底すべく取り組んでいます。
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定
例
会
の
概
要

　

平
成
28
年
9
月
定
例
会
は
、

9
月
1
日
か
ら
23
日
ま
で
の
23

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
本
会
議

の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

今
定
例
会
で
は

◇
報
告
案
件
・
・
・
・
・  

４
件

◇�

平
成
27
年
度
決
算
認
定
等

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・  

９
件

◇�

平
成
28
年
度
補
正
予
算

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・  

３
件

◇
条
例
の
制
定
・
・
・
・  

１
件

◇
条
例
の
一
部
改
正
・
・  

２
件

◇
市
道
の
認
定
・
・
・
・  

３
件

◇
市
道
の
廃
止
・
・
・
・  

２
件

◇�

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に　

つ
い
て
・
・
・
・
・
・  

１
件

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
意

見
書
１
件
、
議
員
派
遣
の
件
、

人
事
案
件
２
件
の
議
案
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

平成 28 年 12 月 1日発行　№ 180

さくらい
市議会だより

平成 28 年 9 月定例会報告

トピックス 　……… 6
議決結果 　………… 7
常任委員会　……… 8・9
代表・一般質問　… 10・11
特集　……………… 12

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継

　
　
　
　
は
じ
ま
り
ま
し
た
‼

　

 
※
詳
細
は
12
ペ
ー
ジ
に
記
載
。

主 な 議 案 の 議 決 結 果

　作品名　「三輪山」
　撮影者　桜井市　長嶋　毅さん

　
昨
今
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
政
務
活
動
費

の
桜
井
市
の
現
状
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○�

交
付
金
額
は
、
議
員
一
人
あ

た
り
月
額
２
万
円
で
、
年
４

回
に
分
け
て
交
付
さ
れ
ま
す
。　

○�

使
途
基
準
は
『
調
査
研
究
費

（
旅
費
等
）
や
広
報
費
（
議
員

が
行
う
活
動
、
市
政
に
つ
い

て
住
民
に
報
告
す
る
た
め
に

要
す
る
経
費
）、
資
料
購
入

費
（
議
員
が
行
う
活
動
に
必

要
な
図
書
、
資
料
等
の
購
入

に
要
す
る
経
費
）』
な
ど
条
例

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○�

精
算
は
年
度
終
了
後
に
領

収
書
と
と
も
に
、
関
係
書
類

（
通
知
文
・
案
内
文
・
調
査

研
究
の
成
果
等
）
を
添
え
た

収
支
報
告
書
の
提
出
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
余
剰
分

は
返
金
い
た
し
ま
す
。

○�

政
務
活
動
と
議
員
活
動
が

明
確
に
区
分
で
き
な
い
経
費

や
事
務
機
器
に
つ
い
て
は
、

活
動
実
態
や
購
入
年
度
に
あ

わ
せ
、
判
例
に
基
づ
き
、
按

分
し
て
い
ま
す
。

桜
井
市
の
政
務
活
動
費

�
�はじめての表紙写真の募集に際して、多数のご応
募ありがとうございました。3 月号も募集をして
いますので、ホームページからご応募ください。

　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果
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議案番号 件　　名 概　　　要 議決結果

認第１号
( 決算特別委員会 )

平成 27 年度桜井市一般会計
歳入歳出決算認定について

歳入決算額 23,091,649,315 円（翌年繰越分
含む）　歳出決算額 22,165,488,291 円

認　定
（賛成多数）
※賛否は別表

認第 2 号～
認第 8 号

( 決算特別委員会 )

平成 27 年度桜井市各特別会計
歳入歳出決算認定について

下水道事業、住宅新築資金等貸付金、国民健
康保険、駐車場事業、簡易水道事業、介護保
険事業、後期高齢者医療

認　定
（賛成全員）

議案第 45号
（総務委員会）

平成 28年度桜井市一般会計
補正予算（第 1号）

補正額　57,441,000 円
公園費で公共施設再生可能エネルギー等導入事
業補助金を活用したソーラー街路灯設置にかか
る工事請負費等

可　決
（賛成全員）

議案第 48 号
（文教厚生委員会）

桜井市子ども一時預かり事業の
実施に関する条例の制定につい
て

桜井市内において、一時的に家庭の事情等で保
育が困難となる児童を預かることにより、安心
して子育てができる環境を整備し、児童の福祉
の向上を図るため、条例を制定する。

可　決
（賛成全員）

議案第 51～
53号

（産業建設委員会）
市道路線の認定について

道路法第 8条第 1項の規定に基づき市道路線を
認定することについて、同条第 2項の規定によ
り、議会の議決を求めるもの。

可　決
（賛成全員）

議案第 54～
55号

（産業建設委員会）
市道路線の廃止について

道路法第 10条第 1項の規定に基づき市道路線
を廃止することについて、同法第 8条第 2項の
規定により、議会の議決を求めるもの。

可　決
（賛成全員）

議案第 56号
（産業建設委員会）

工事請負契約の金額の変更につい
て

変更前の契約金額　251,879,760 円
変更後の契約金額　273,081,240 円
( 変更理由 )
・舗装復旧工について、道路管理者との事前協議
により決定した舗装復旧断面より既設舗装厚を
想定し設計計上していたが、管路掘削時に現場
確認したところ相違があったため、それに伴う
舗装版撤去施工費及び処分費を変更するなど。

可　決
（賛成全員）

発議案第４号
チーム学校推進法の早期制定を
求める意見書について

提出先　内閣総理大臣　文部科学大臣
　　　　総務大臣

可　決
（賛成全員）

発議案第 5号 議員派遣の件
行政視察　産業建設委員会所属議員
　　　　　文教厚生委員会　　〃

可　決
（賛成全員）

諮　第２号
人権擁護委員候補者の推薦につ
いて

大字大泉　福本　哲惠氏
承　認

（賛成全員）

同　第３号
教育長の任命につき同意を求め
ることについて

橿原市　上田　陽一氏
同　意

（賛成全員）

主 な 議 案 の 議 決 結 果

高
谷
二
三
男

○

札
辻　

輝
已

○

工
藤　

行
義

○

東
　

俊

克

○

土
家　

靖
起

○

岡
田　

光
司

○

吉
田　

忠
雄

×

藤
井　

孝
博

○

西
　

忠

吉

○

我

妻
　

力

議
長

阪

口
　

豊

○

工
藤　

将
之

○

大

西
　

亘

○

井
戸　

良
美

○

金
山　

成
樹

○

大
園　

光
昭

○

議　 員

議 　案

認 第 １ 号

各議員の賛否（賛成 ･･･ 〇 反対 ･･･ × 棄権 ･･･ △ 欠席 ･･･ －）※議長は表決に加わりません

　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果



8広報わかざくら　平成28年12月号

委
員
会
審
査
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

（
平
成
28
年
９
月
14
日
開
催
）

決
算
特
別
委
員
会
（
８
名
で
構
成
）

委
員
長　
　
札　
辻　
輝　
已

副
委
員
長　
大　
園　
光　
昭

委　
員　
　
金　
山　
成　
樹

　
〃 　
　

  

井　
戸　
良　
美

　
〃　
　
　
工　
藤　
将　
之

　
〃  　
　

 

岡　
田　
光　
司

　
〃   　
　
東　
　
　
俊　
克

　
〃　
　
　
我　
妻　
　
　
力

問�　
平
成
26
年
12
月
、
県
と
５
地
区
の
包
括

協
定
を
結
び
、最
初
の
決
算
を
迎
え
る
が
、

本
市
は
歳
出
決
算
額
が
２
４
０
億
円
で
あ

る
の
に
対
し
、
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
収

入
は
60
億
円
に
満
た
な
い
。

　

�　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や
県
と
の
包
括
協

　
定
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
を
進
め
る
に
あ

　
た
り
、
市
税
の
増
収
を
は
じ
め
と
し
た
市

　
政
の
舵
取
り
を
今
後
ど
の
よ
う
に
行
う
考

　
え
か
。

答�　
木
材
を
は
じ
め
と
す
る
地
場
産
業
が
絶

好
調
で
あ
っ
た
と
き
は
、
現
在
よ
り
10
億

円
ほ
ど
税
収
も
あ
っ
た
。
財
政
健
全
化
中

心
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
舵
を
と
る
中
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
国
・
県

の
力
も
借
り
、
ま
た
、
中
和
幹
線
沿
い
の

企
業
誘
致
に
も
努
力
す
る
な
ど
、
地
域
に

元
気
と
活
力
を
蘇
ら
せ
た
上
で
税
収
を
上

げ
、
次
の
世
代
に
最
善
の
形
で
バ
ト
ン
を

渡
せ
る
よ
う
、
今
が
反
転
攻
勢
の
出
発
点

と
考
え
て
い
る
。

問�　
平
成
28
年
３
月
に
起
こ
っ
た
被
保
険
者

証
の
誤
発
行
に
よ
り
、
旧
被
保
険
者
証
使

用
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
等
は
起
こ
っ
て
い
な

い
か
。
経
費
負
担
は
ど
う
か
。
部
や
課
と

し
て
ど
の
よ
う
な
総
括
を
し
、
再
発
防
止

策
を
考
え
、
周
知
し
た
の
か
。
今
回
の
こ

と
は
一
部
局
の
問
題
で
は
な
く
、
全
庁
的

な
教
訓
と
す
べ
き
で
あ
る
。

答�　
市
民
の
皆
さ
ま
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

た
い
。
現
在
、
不
正
受
給
等
の
ト
ラ
ブ
ル

の
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。
印
刷
費
や
郵

送
料
等
は
業
者
負
担
と
な
っ
た
が
、
事
象

の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
相
談
、
報
告
と

い
う
基
本
的
な
こ
と
が
欠
け
て
い
た
こ
と

か
ら
、
市
に
対
す
る
信
頼
を
大
き
く
失
墜

す
る
事
態
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
市
長
、

副
市
長
な
ら
び
に
、
関
係
職
員
の
処
分
も

行
っ
た
上
で
、
組
織
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
体

制
を
整
え
、
再
発
防
止
に
努
め
る
。
市
役

所
全
体
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も

と
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら

ぬ
よ
う
、
気
を
引
き
締
め
た
い
。

平
成
28
年
度
桜
井
市
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）（
抜
粋
）

問�　
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
パ
ソ
コ
ン
の
再

設
定
に
か
か
る
修
繕
と
あ
る
が
、
い
つ
か

ら
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
の
か
。
ク

ラ
ウ
ド
化
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

答�　
総
点
検
を
行
っ
た
７
月
末
に
故
障
が
判

明
し
た
。
今
後
は
複
数
台
の
パ
ソ
コ
ン
を

導
入
す
る
こ
と
で
機
器
の
故
障
に
対
応
し

た
い
。

問�　
業
務
継
続
計
画
作
成
支
援
業
務
の
委
託

先
は
ど
の
よ
う
に
選
定
し
、
計
画
は
い
つ

ま
で
に
作
成
す
る
の
か
。

答�　
業
務
経
験
者
の
中
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

等
に
よ
り
選
定
し
、
平
成
29
年
度
中
に
作

成
し
た
い
。

問�　
ソ
ー
ラ
ー
街
路
灯
の
設
置
場
所
は
ど
こ

か
。
今
後
は
増
や
し
て
い
く
考
え
か
。

答�　
避
難
場
所
で
あ
る
芝
運
動
公
園
と
規
模

が
大
き
く
、
年
度
内
の
整
備
完
了
が
確
実

と
見
込
ま
れ
る
中
津
道
児
童
公
園
の
２
ヶ

所
に
21
基
設
置
す
る
。
今
後
も
補
助
金
の

活
用
を
十
分
検
討
し
な
が
ら
、
整
備
し
て

い
き
た
い
。

問�　
地
域
介
護
福
祉
空
間
整
備
交
付
金
を
活

用
し
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
作
業
を
行
う
も
の
か
。
効
果
の
検

証
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答�　
ベ
ッ
ド
か
ら
車
椅
子
ま
で
リ
フ
ト
の
よ

う
に
移
動
を
介
助
す
る
も
の
で
あ
る
。
導

入
後
、
効
果
の
検
証
を
し
て
い
き
た
い
。

※�

ま
た
、
市
制
60
周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
ど
の
よ
う
な
コ
ン

セ
プ
ト
で
企
画
を
考
え
て
い
る
の
か
。
愛

好
家
の
み
な
ら
ず
、
将
来
を
担
う
地
元
の

小
・
中
学
生
や
高
校
生
が
興
味
を
持
ち
、

郷
土
を
振
り
返
る
機
会
と
し
て
も
生
か
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見
な
ど
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
決
算
を
審
査

　
　

決
算
特
別
委
員
会

　
総
務
委
員
会

　
　
　
　
（
付
託
案
件
１
件
）

　 　 常 任 委 員 会 の 審 査 か ら 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 常 任 委 員 会 の 審 査 か ら　 　 常 任 委 員 会 の 審 査 か ら
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桜
井
市
子
ど
も
一
時
預
か
り
事
業
の
実

施
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
抜

粋
）

問�　
一
時
預
か
り
を
受
け
る
場
合
の
手
続
き

は
ど
う
か
。

答�　

事
前
に
窓
口
で
の
登
録
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
後
、
利
用
の
日
時
を
指
定
し
て

申
し
込
ん
で
い
た
だ
く
。
登
録
の
更
新
に

つ
い
て
は
、
利
用
申
請
時
に
聞
き
取
り
た

い
。

問　
定
員
は
何
名
か
。

答　
概
ね
、
４
名
と
し
て
い
る
。

問�　
一
日
、４
時
間
を
限
度
と
し
て
い
る
が
、

昼
食
を
は
さ
む
場
合
の
対
応
は
。

答�　
子
ど
も
の
精
神
的
な
負
担
も
考
慮
し
、

４
時
間
と
し
た
。
昼
食
や
お
や
つ
、
飲
み

物
は
持
参
い
た
だ
く
。

問�　
障
害
が
あ
る
子
ど
も
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

答�　
事
前
登
録
の
際
、
面
談
し
、
相
談
に
応

じ
た
い
。

問�　
利
用
料
金
の
減
免
や
免
除
の
適
用
範
囲

は
ど
う
か
。

答�　
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
世
帯
や
災

害
に
よ
る
も
の
を
想
定
し
て
い
る
。

問�　
時
間
延
長
や
土
日
等
の
利
用
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

答�　
２
時
間
を
３
時
間
に
時
間
延
長
す
る
こ

と
等
は
、
あ
り
得
る
が
、
午
後
４
時
を
過

ぎ
て
の
延
長
や
土
日・祝
日
に
関
し
て
は
、

民
間
の
事
業
者
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
。

平
成
28
年
度
桜
井
市
一
般
会
計
補
正
予

算
市
道
路
線
の
認
定
３
件
、
市
道
路
線

の
廃
止
２
件
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

問�　
開
発
の
際
、
雨
水
排
水
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
か
。

答�　
３
千
㎡
を
こ
え
る
開
発
に
お
い
て
は
、

調
整
池
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

本
市
で
は
三
輪
・
大
福
・
阿
部
地
区
に
お

い
て
は
、
千
㎡
以
上
で
あ
れ
ば
、
調
整
池

を
設
け
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、

路
体
の
強
度
を
示
す
C
B
R
も
３
以
上

の
構
造
と
な
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

※�　
ま
た
、
県
道
・
国
道
を
市
道
認
定
す
る

際
に
は
、
施
設
の
状
況
を
十
分
確
認
し
、

引
継
ぎ
を
す
る
よ
う
願
う
。
本
市
の
市
道

は
路
面
が
波
立
つ
状
況
が
目
立
つ
。
施
工

管
理
を
十
分
行
う
よ
う
に
と
い
っ
た
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
金
額
の
変
更
に
つ
い

て
（
抜
粋
）

問�　
当
初
設
計
の
舗
装
厚
を
５
セ
ン
チ
と
し

た
の
は
な
ぜ
か
。

答�　
県
と
の
協
議
に
よ
り
、
５
セ
ン
チ
と
類

推
し
た
。
今
後
、
大
き
な
規
模
の
工
事
に

つ
い
て
は
、
よ
り
深
く
情
報
収
集
に
努
め

た
い
。

問�　

今
後
の
施
設
管
理
は
ど
こ
が
行
う
の

か
。

答　
統
合
後
は
、上
下
水
道
部
が
管
理
す
る
。

※�　
ま
た
、
道
が
険
し
い
こ
と
も
あ
り
、
舗

装
に
つ
い
て
は
十
分
配
慮
願
う
。
工
事
に

伴
い
収
集
し
た
資
料
や
記
録
は
適
正
に
管

理
し
て
い
く
よ
う
に
と
い
っ
た
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　 　 常 任 委 員 会 の 審 査 か ら 　

　
文
教
厚
生
委
員
会

 　
　
　
　
（
付
託
案
件
１
件
）

　
産
業
建
設
委
員
会

 　
　
　
（
付
託
案
件
６
件
）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 常 任 委 員 会 の 審 査 か ら　 　 常 任 委 員 会 の 審 査 か ら
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　 　 代 表 ・ 一 般 質 問

土家　靖起 議員

健康寿命を延ばす取り組み
について

問 健康寿命を延ばすことは、個人の生活の質
の低下を防ぎ、社会保障費の軽減にもつな

がる。そのためにも、特定検診の受診機会の増大
やいきいき百歳体操など、保健分野と福祉分野の
連携が必要と考えるがどうか。また、気軽に自分
の健康チェックが行える健康ステーションを設置
してはどうか。

答 各分野の連携強化に取り組むとともに、本
年 4月には地域包括ケア推進室を設置し、

医療と介護が連携して健康を支え、守るための社
会環境の整備に取り組んでいる。健康ステーショ
ンは、予防にも健康にも役立つことから、設置場
所等も含め、積極的に検討していきたい。

【その他の質問項目】
●ふるさと納税（個人・企業版）の活用について　　
●日本遺産の認定について

大園　光昭 議員

「被災者支援システム」に
ついて

問 阪神・淡路大震災を経験した西宮市が開発
した被災者支援システムは、住民基本台帳

のデータをもとに、被災者台帳を作成し、罹
りさ い
災証

明の発行、避難所の管理など、様々な管理が行え、
迅速な対応が可能になるほか、被災者の負担軽減
が期待されるものである。しかし、一昨年の広島
土砂災害や熊本地震では導入していたにもかかわ
らず、運用が適切でなかったため、十分使えなかっ
たという実例が報告されている。本市は大丈夫か。

答 日々の情報の更新と点検を行うなかで、パ
ソコンの故障が判明したことから、修繕に

関する補正予算を提出している。いつ災害が発生
しても被災者支援に遅延が生じぬよう努力してい
きたい。

【その他の質問項目】●木育について●公共施設等
総合管理について●後援名義使用許可について

　阪口　豊 議員

国技発祥の地・桜井市の
相撲振興について

問 本市は、国技である相撲発祥の地であるに
もかかわらず、現状はまちおこしに積極的

な他市の後塵を拝し、由々しき事態にある。相撲
の振興、普及および活用について、今後どのよう
に取り組む考えか。纒向遺跡はもとより、相撲神
社を含めた地域全体を、奈良県とのまちづくり連
携協定を結ぶことで、包括的に整備する必要があ
るのではないか。

答 長い歴史を刻む小学生相撲大会を通し、相
撲発祥の地を発信し続けたい。また、相撲

神社に勝利の聖碑が建立され、地元が盛り上がる
中、県もイベントにより後押ししてくれている。
これを契機にしっかりと取り組みを進め、地域全
体のまちづくりについても、一層検討し、県と協
議したい。
【その他の質問項目】●纒向遺跡・纒向古墳群など
の活用について●職員マンパワー不足とその解消
について

札辻　輝已 議員

まちづくり連携協定の進捗状況
と課題、並びに小さな拠点整備
について

問 平成26年 12 月に結んだ「奈良県とのま
ちづくり連携協定」の進捗状況はどうか。

また市長の公約実現に向け、老朽化が進む芝運動
公園の移転を含めた大神神社参道周辺地区まちづ
くりを進める中で道の駅を建設し、伊勢のおかげ
横丁のような賑わいを創出してはどうか。上之郷・
多武峰地域を小さな拠点とするならば、移住・定
住を含めた整備に向け、県との連携協定に加える
べきではないか。

答 5地区のまちづくりについては、地域の方々
のご理解、ご協力を得ながら、県と連携を

図り、地区全体の活性化につなげたいと考える。
今後も、まちづくりを進めるにあたっては、いた
だく声や提案を大切にし、調査・検討していきたい。

【その他の質問項目】
●事業のための財源確保と行財政改革の推進につ
いて●鳥見山緑地公園の整備について

�

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 代 表 ・ 一 般 質 問

代表質問 代表質問

一般質問一般質問

広報わかざくら　平成28年12月号
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問 地域の中心となり、高齢者のニーズに寄り
添う地域包括支援センターの役割は、今後

益々大きなものになると考える。本市では市民が
自由に選べず、中学校区を窓口としてスタートし、
5年目を迎えるが、評価はどうか。相乗効果を生
む差であれば歓迎であるが、そうではないという
声を多く聞く。どのように是正していく考えか。
次期、事業所選定の際には、あらゆる面から検証
願いたい。

答 対応の質に差が生じていることは認識して
おり、地域包括センター運営協議会で実績

報告を一覧表にし、委員による検討をおこなった。
その意見を参考に、今後においてはサービス低下
を招かぬよう指導していき、次回の選定にあたっ
ては、実績等も考慮したい。

【その他の質問項目】
●公共施設の省エネ対策について

問 インターネットが普及し、クラウドソーシ
ングという新しい雇用形態を活用した在宅

ワークの普及により、都会から地方へ移住して仕
事をするフリーランスが増えている。人口減少が
止まらない当市として、フリーランス移住支援対
策を進めるべきと考えるがどうか。

答 近年の ICT技術の進歩により、必ずしも都
市において仕事をする必要のない業態が増

加してきている。本市においても空き家の増加が
見込まれ、深刻な問題になると予想されることか
ら、人口減少対策を行う上からも、移住・定住の
促進対策として、フリーランサーと呼ばれる方々
をターゲットに取り込んでいくことは有効的であ
ると考えており、先進地の事例など情報収集に努
めたい。
【その他の質問項目】
●ふるさと納税について

問 現在の放課後児童健全育成事業の取り組み
状況はどうか。また放課後子ども教室につ

いて、今後どのように取り組む考えか。現在、地
域によって待機児童が出ているが、どのように対
応するのか。国は女性が働きやすく、共稼ぎの子
育て世代を意識した制度の導入を検討しているが、
子育て支援について、市長の考えはどうか。

答 放課後児童クラブ（学童保育所）は、飛鳥
学院学童保育所と桜井小学校以外の学校敷

地内で行っており、放課後子ども教室も開催でき
るよう考えていきたい。また、待機児童の解消に
向けては、指定管理者と再度協議を行っており、
今後も安心して子育てしていただけるよう、子育
て支援の充実に全力を尽くす考えである。

【その他の質問項目】
●青少年センターの取り組みについて

フリーランス移住支援対策
について

桜井市における地域包括　
支援センターについて

　工藤　将之 議員

岡田　光司 議員

　　　　東　俊克 議員

一般質問 一般質問

一般質問

　 　 代 表 ・ 一 般 質 問 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 代 表 ・ 一 般 質 問

問 纒向遺跡の中心的な位置となる太田地区に
ついては、史跡公園や施設の整備を一刻も

早く行い、市民や観光客が目に見ることで遺跡の
歴史を学び、身近に感じてもらえるようにするこ
とが大事ではないか。箸墓古墳隣接地の周濠部エ
リアについては、国史跡指定に向けた調整が図ら
れているが、史跡公園として保存し、国立遺跡博
物館を誘致するなどの考えはないか。

答 太田地区には、今年度にトイレ等便益施設
の建設を行い、引き続き史跡公園、体験学

習、交流拠点も視野に入れたガイダンス施設等の
設置を計画的に進めたい。箸墓古墳の史跡指定に
ついては、適切な管理体制を整えるなどした上で、
国の施設誘致とあわせ、国、県とも協議し、検討
を進めたい。

【その他の質問項目】
●桜井市清掃公社について

史跡纒向遺跡・纒向古墳群
の保存と活用について

吉田　忠雄 議員

一般質問
放課後児童健全育成事業 ( 放課
後児童クラブ）の取り組みにつ
いて
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平成 28 年度　

　行政視察
委員会では所管事項に対する課題について、先進自治体の取組み等を調査・研
究する行政視察を行っています。日程・視察地・視察項目は次のとおりです。
詳細については議会ホームページに掲載していますので、是非ご覧ください。
（http://www.city.sakurai.lg.jp/sosiki/gikaijimukyoku/index.html）

委員会名 日程 視察地 視察項目

文教厚生委員会 H28.11.1 ～ 2
京都府長岡京市 〇生活困窮世帯の学習支援事業について

兵庫県豊岡市 〇介護予防・日常生活支援総合事業について

産業建設委員会 H28.10.20 ～ 21 島根県出雲市 〇出雲大社門前町神門通り活性化の取り組みについて

　桜井市議会では、9 月定例会より、一般質問など本会議の様子をインターネットで配
信しています。
　9 月 9 日から配信をはじめ、9 月 30 日までの視聴件数は 634 件と、多くの方にご
視聴いただいています。議場で繰り広げられる活発な議論のようすをぜひインターネッ
トでご覧ください。

①�市議会ホームページから
「インターネット議会中継」
をクリックします。

②�「会議名でさがす」をクリッ
クします。
※�このほか「議員名」や「会
派名」「ことば」で、さがす
こともできます。

③�「平成 28 年 9 月定例会」を
クリックすると、9 月定例会
の様子がご覧になれます。

クリック クリック
クリック

本会議の映像をインターネット配信中
～いつでも・どこでも市議会を～

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  特 集
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10 月 23 日（日）第 23 回桜井市環境フェアを開催し、
環境作文と環境川柳の優秀作品を発表しました。
作文から子ども達の環境に対する思いを感じてください。

第 23 回桜井市環境フェア

環境作文・環境川柳
　　　　　　　　　　優秀作品

（敬称略）

環
境
川
柳
入
選
作
品

桜
井
市
環
境
フ
ェ
ア

　
　
　
　
実
行
委
員
会
会
長
賞

　
収
集
車

　
刺
さ
る
の
痛
い
　
ご
法
度
よ

　
　
　
　

 

桜
井
市　
山
下
怜
依
子

桜
井
市
長
賞

　
食
べ
の
こ
し

　
無
く
し
て
ご
み
を
　
軽
く
す
る

　
　
　
　

 

桜
井
市　
　
井
岡
邦
子

桜
井
川
柳
会
会
長
賞

　
食
品
ロ
ス

　
し
な
い
工
夫
で
　
使
い
切
る

　
　
　
　

 

桜
井
市　
徳
重
美
恵
子

　
わ
た
し
は
、
桜
井
市
を
流
れ
る

大
和
川
の
四
か
所
を
ま
ず
実
さ
い

に
調
べ
て
作
文
に
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
一
か
所
目
は
、
初
瀬
ダ
ム
の
近

く
で
す
。
こ
の
付
近
は
、
毎
日
初

瀬
ダ
ム
か
ら
放
水
が
あ
り
水
も
す

ご
く
き
れ
い
で
川
の
周
辺
に
も
ゴ

ミ
は
な
く
本
当
に
き
れ
い
な
川
で

す
。
二
か
所
目
は
三
輪
の
金
屋
付

近
で
、
こ
こ
は
水
は
ま
だ
と
う
明

で
す
が
、
付
近
に
は
空
き
缶
や
い

ろ
ん
な
ゴ
ミ
が
あ
り
ま
し
た
。
三

か
所
目
は
大
泉
付
近
で
す
。
こ
こ

は
水
も
か
な
り
に
ご
っ
て
い
て
少

し
匂
い
も
し
て
ま
す
。
ゴ
ミ
も
空

き
缶
を
は
じ
め
そ
大
ゴ
ミ
の
よ
う

な
物
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
川
が
汚

れ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。
四

か
所
目
は
、
大
西
付
近
で
す
。
こ

こ
は
水
の
流
れ
も
ほ
と
ん
ど
な
く

に
ご
っ
た
水
か
ら
い
や
な
匂
い
が

し
、
周
辺
に
も
い
ろ
ん
な
ゴ
ミ
が

さ
ん
ら
ん
し
て
い
ま
す
。
何
か
調

べ
て
い
る
と
悲
し
く
な
り
ま
し

た
。

　

大
和
川
の
水
は
、
わ
た
し
た

ち
奈
良
県
民
の
飲
み
水
に
な
り
ま

す
。
わ
た
し
は
こ
ん
な
汚
い
に

ご
っ
た
水
を
飲
み
た
い
と
は
お
も

い
ま
せ
ん
。
み
ん
な
も
き
っ
と
そ

う
思
う
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
、
こ

れ
か
ら
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
、
川
を
き
れ
い
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　
五
十
年
以
上
昔
は
、
大
和
川
は

す
ご
く
き
れ
い
で
、
子
ど
も
や
大

人
が
川
で
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
周
辺
に
も
ゴ
ミ
が
な
く
本

当
に
き
れ
い
な
川
だ
っ
た
ら
し
い

で
す
。

　
も
う
一
度
こ
の
よ
う
な
き
れ
い

な
川
に
な
る
よ
う
に
わ
た
し
は
、

空
き
缶
や
ゴ
ミ
を
川
に
捨
て
な
い

こ
と
や
気
が
つ
い
た
ゴ
ミ
を
ひ
ろ

う
な
ど
、
小
さ
い
こ
と
か
ら
や
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
み
ん

な
小
さ
い
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
っ

て
、
大
和
川
が
日
本
一
き
れ
い
な

川
に
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
。
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ

て
が
ん
ば
れ
ば
、
必
ず
き
れ
い
な

川
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

環
境
作
文
　
小
学
生
の
部

「
大
和
川
を
美
し
く
」

織
田
小
学
校
四
年　
松
浦
清
華

環
境
作
文
　
中
学
生
の
部桜

井
中
学
校
一
年　
土
谷
昌
也

「
物
を
大
切
に
す
る
生
活
」

　
物
を
大
切
に
す
る
生
活
と
は
、

ど
う
い
う
事
な
の
か
と
考
え
て

み
ま
し
た
。
そ
し
て
周
り
を
見
渡

し
た
時
、
通
学
か
ば
ん
が
目
に
止

ま
り
ま
し
た
。

　
僕
は
、
こ
の
春
に
中
学
校
に
入

学
し
ま
し
た
。
入
学
の
準
備
を
し

て
い
た
母
が
「
か
ば
ん
は
お
兄

ち
ゃ
ん
の
で
い
い
？
」
と
聞
い
た

の
で
心
の
中
で
『
ま
た
か
』
と
思

い
な
が
ら
「
別
に
い
い
よ
」
と
返

事
し
ま
し
た
。

　

僕
は
三
人
兄
弟
の
末
っ
子
で

す
。
そ
し
て
う
ま
い
具
合
に
そ
れ

ぞ
れ
三
才
違
い
で
す
。
だ
か
ら
幼

稚
園
の
時
も
小
学
生
の
時
も
身

に
つ
け
て
い
た
の
は
お
さ
が
り

で
し
た
。

　
兄
の
卒
業
式
が
終
わ
る
と
す
ぐ

に
、
母
が
か
ば
ん
を
洗
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
汚
れ
は
少
し
残
っ
て
い

た
け
ど
、
き
れ
い
に
な
っ
た
分
日

に
焼
け
て
色
あ
せ
た
の
が
目
立
つ

様
に
な
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　
も
う
慣
れ
て
い
た
け
ど
、
み
ん

な
の
濃
紺
の
か
ば
ん
が
少
し
う

ら
や
ま
し
か
っ
た
で
す
。
母
は

「
三
人
で
使
っ
て
欲
し
い
か
ら
大

切
に
し
て
や
」
と
よ
く
言
っ
て
い

ま
し
た
。
姉
や
兄
が
大
切
に
使
っ

て
く
れ
た
か
ら
、
今
僕
が
使
え
て

い
る
の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

　
僕
は
い
つ
の
間
に
か
「
物
を
大

切
に
す
る
生
活
」
の
輪
の
中
に
居

ま
し
た
。

　
そ
れ
に
、
こ
の
作
文
を
書
く
に

あ
た
り
、
思
い
出
し
た
事
が
あ
り

ま
す
。
以
前
、
小
さ
く
な
っ
た
服

を
片
付
け
て
い
た
母
が
一
着
ず
つ

に
思
い
出
を
口
に
し
て
い
ま
し

た
。
使
っ
て
い
た
物
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
思
い
出
が
あ
る
ん
だ
と

思
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
か
ば
ん
も
姉
と
兄
の
六
年

間
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い
る
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
物
を
大
切
に
す
る
事
は
、
飾
っ

て
お
く
事
か
、
使
う
事
か
、
物
に

も
よ
る
し
、
人
に
も
よ
っ
て
違
う

と
思
い
ま
す
。
で
も
「
大
切
に
す

る
」
に
共
通
し
て
い
る
の
は
愛
情

を
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
見

つ
け
、
む
き
合
う
事
だ
と
思
い
ま

し
た
。
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平
成
29
年
度　

学
童
保
育
所
の
入
所
申
請
受
付

▽�

期
間　
12
月
１
日
㊍
～
22
日
㊍

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

※�

最
終
日
の
み
午
後
７
時
ま
で

▽�

場
所　
児
童
福
祉
課
（
西
分
庁

舎
）

▽�

対
象　
新
１
～
３
年
生
の
児
童

（
現
在
入
所
し
て
い
る
人
も
新

た
に
申
請
が
必
要
で
す
）

※�

詳
し
く
は
小
学
校
（
桜
井
小
除

く
）
を
通
じ
て
配
付
す
る
入
所

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
新
１

年
生
に
つ
い
て
は
、
就
学
前
検

診
の
案
内
に
同
封
し
て
い
ま
す
。

※�

新
４
年
生
以
上
は
小
学
校
を
通

じ
て
案
内
を
配
付
済
で
す
。
受

付
は
優
先
度
の
高
い
新
１
～
３

年
生
の
一
斉
申
込
終
了
後
で
す
。

　
・　
　
児
童
福
祉
課
児
童
福
祉

係
（

内
線
２
８
１
）

平
成
28
年
度　
臨
時
給
付
金
の

受
付
を
延
長
し
ま
す

　
８
月
22
日
か
ら
受
付
中
の
臨
時

福
祉
給
付
金
及
び
障
害
・
遺
族
基

礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
の
受

付
期
間
を
１
か
月
延
長
し
、
12
月

22
日
㊍
（
消
印
有
効
）
ま
で
と
し

ま
す
。
申
請
書
が
届
い
て
い
る
人

で
、
申
請
が
ま
だ
の
人
は
早
め
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

社
会
福
祉
課
（

内
線

２
６
５
）

市
立
小
中
学
校
・
幼
稚
園
の
講
師

登
録
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
の
講
師
の
採
用

（
補
充
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

講
師
を
希
望
す
る
教
員
免
許
状
を

持
っ
て
い
る
人
、
ま
た
は
取
得
見

込
み
の
人
は
、
ぜ
ひ
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

▽�
登
録
方
法　
必
要
書
類
（
履
歴

書
・
教
員
免
許
状
の
写
し
・
免

許
更
新
を
終
え
た
人
は
そ
の
証

明
書
の
写
し
）
を
学
校
教
育
課

ま
で
。

　
・　
　
学
校
教
育
課
（

内
線

６
１
８
）

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
公
職
選
挙
法
第
22
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
12
月
２
日
に
新

し
く
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
人
を
掲
載
し
た
書
面
を
、
次

の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

▽
日
時　
12
月
３
日
㊏
～
７
日
㊌

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽��

場
所　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
市
役
所
３
階
）

◆�

選
挙
人
名
簿
登
録
資
格
を
有
す

る
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽��

年
齢
条
件　
平
成
10
年
12
月
２

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

▽�

住
所
要
件　
平
成
28
年
９
月
１

日
以
前
に
、
桜
井
市
に
住
民
票

が
作
成
さ
れ
た
（
他
の
市
町
村

か
ら
転
入
し
た
人
は
当
該
届
出

が
な
さ
れ
た
）
人
で
あ
る
こ
と

※�

同
時
に
平
成
28
年
９
月
３
日
か

ら
12
月
２
日
ま
で
の
間
に
新
た

に
市
の
在
外
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
た
人
を
掲
載
し
た
書
面

も
縦
覧
で
き
ま
す
。

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
（

内
線

２
４
１
）

ひ
と
り
親
自
立
支
援
制
度
の
紹
介

●
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
父
子
家

庭
の
父
が
就
職
に
有
利
な
教
育
訓

練
を
受
講
す
る
場
合
、
家
庭
の
自

立
を
促
進
す
る
た
め
、
受
講
費
用

の
一
部
を
給
付
し
ま
す
。

▽�

対
象　
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び

父
子
家
庭
の
父

▽�
対
象
と
な
る
講
座　
雇
用
保
険

制
度
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
の

指
定
教
育
訓
練
講
座
な
ど

※�

申
請
に
は
事
前
相
談
が
必
要
で

す
の
で
、
受
講
前
に
必
ず
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

支
給
額　
受
講
の
た
め
に
支
払

っ
た
費
用
の
60
％
相
当
額
（
上

限
20
万
円
、下
限
１
万
２
千
円
）

●
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等

　
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
父
子
家

庭
の
父
が
就
職
す
る
の
に
有
利

で
、
生
活
の
安
定
の
た
め
の
資
格

取
得
を
推
進
す
る
た
め
、
養
成
訓

練
の
受
講
期
間
の
う
ち
、
一
定
期

間
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

▽�

対
象　
市
内
在
住
で
、
１
年
以

上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
す

る
予
定
の
母
子
家
庭
の
母
お
よ

び
父
子
家
庭
の
父

※�

児
童
福
祉
課
窓
口
（
西
分
庁

舎
）
で
事
前
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
受
講
前
に
必
ず
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象
資
格　
看
護
師
、
介
護
福

祉
士
、保
育
士
、理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
等
（
国
家
資
格
）

〈
市
長
が
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
定
め
る
資
格
と
し
て
〉
準
看

護
師
、栄
養
管
理
士
、栄
養
士
、

歯
科
衛
生
士
、
理
容
師
、
美
容

師
、
社
会
福
祉
士
、
製
菓
衛
生

士
、
調
理
師

▽�

支
給
額
（
月
額
）　

平
成
28

年
４
月
１
日
以
降
に
入
学
し

た
人
は
、
修
業
中
の
全
期

間
（
上
限
３
年
）
市
民
税
非

課
税
世
帯
：
１
０
０
、０
０
０

円
、
市
民
税
課
税
世
帯
：

７
０
、５
０
０
円

※�

平
成
28
年
３
月
31
日
以
前
の

人
は
児
童
福
祉
課
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
・　
　

児
童
福
祉
課
児
童
福

祉
係
（

内
線
２
８
１
）

　
　

行
政
情
報

申
問

問

国保加入中のみなさん、
高額療養費の申請は済んでいますか？

　月の１日から末日までの医療費の自己
負担額が高額になったとき、申請が認め
られると限度額を超えた分が高額療養費
として支給されます。申請には病院の領
収書が必要です（コピー不可）。確定申告
の医療費控除に領収書を提
出する人は、提出前に申請
してください。

▽ �持ち物　国民健康保険証、認印、マイ
ナンバーカード等 、世帯主名義の通
帳、病院の領収書

※�桜井市国保以外の健康保険に加入中の
人は、診療月に加入している健康保険
に問い合わせてください。

　保険医療課給付係（ 内線 526）

申
問

問

申
問

問
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取
り
壊
さ
れ
た
建
物
の
届
出
は
お

早
め
に

　
平
成
28
年
12
月
末
日
ま
で
に
取

り
壊
し
た
建
物
が
あ
れ
ば
、
平
成

29
年
２
月
末
ま
で
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
と
、
来

年
度
以
降
も
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。

　
　
税
務
課
固
定
資
産
税
係
（

内
線
５
４
３
）

一
般
財
団
法
人
桜
井
市
清
掃
公
社

業
務
職
員
募
集

▽�

資
格　
昭
和
56
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ

で
、
中
型
自
動
車
免
許
保
持
者

▽
募
集
人
数　
１
名

▽
採
用
日　
平
成
29
年
４
月
１
日

▽�

試
験
日　
12
月
18
日
㊐

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

▽
試
験
場
所　
桜
井
市
清
掃
公
社

▽�

試
験
内
容　
〈
１
次
〉
一
般
教

養
・
体
力
検
査
・
中
型
自
動
車

実
技
〈
２
次
〉
面
接
（
日
程
は
、

１
次
合
格
者
に
通
知
）

▽�

申
込
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送

（
簡
易
書
留
等
）

※�

募
集
要
項
等
の
書
類
は
、
桜
井

市
清
掃
公
社
１
階
事
務
所
で
配

付
（
平
日
の
み
）
す
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

申
込
期
間　
12
月
１
日
㊍
～
12

日
㊊
の
平
日
午
前
９
時
～
午
後

４
時
30
分

※�
郵
送
の
場
合
は
、
12
月
12
日
㊊

午
後
４
時
30
分
必
着

　
・　
　
（
一
財
）
桜
井
市
清
掃

公
社
（
〒
６
３
３
‐
０
０
５
２
大

字
浅
古
４
８
５
‐
１
・

45
‐

２
０
０
５
）

自
衛
官
等
募
集

①
自
衛
官
候
補
生

▽�

資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

男
子

▽�

受
付
期
間　
随
時
受
付
中

▽�

試
験
日　
12
月
11
日
㊐
、
平
成

29
年
１
月
29
日
㊐

②
高
等
工
科
学
校
生
徒

▽�

資
格　
中
卒
（
見
込
含
）で
17

歳
未
満
の
男
子

▽�

受
付
期
間　
平
成
29
年
１
月
６

日
㊎
ま
で

▽�

試
験
日　
１
次
：
平
成
29
年
１

月
21
日
㊏　
２
次
：
平
成
29
年

２
月
２
日
㊍
～
５
日
㊐

③
貸
費
学
生
（
技
術
）

▽�

資
格　
大
学
の
理
・
工
学
部
の

３
、４
年
次
ま
た
は
大
学
院
修

士
課
程
在
学
（
正
規
の
修
業
年

限
を
終
え
る
年
の
４
月
１
日
現

在
26
歳
未
満
（
修
士
課
程
在
学

者
は
28
歳
未
満
））
の
人

▽�

受
付
期
間　
平
成
29
年
１
月
10

日
㊋
ま
で

▽�

試
験
日　
平
成
29
年
１
月
28
日
㊏

④
防
衛
大
学
校
学
生

▽�

資
格　
高
卒（
見
込
含
）
で
21

歳
未
満
の
男
女

▽�

受
付
期
間　
平
成
29
年
１
月
21

日
㊏
～
27
日
㊎
ま
で

▽�

試
験
日　
１
次
：
平
成
29
年
２

月
18
日
㊏　
２
次
：
平
成
29
年

３
月
10
日
㊎

　
・　
　

自
衛
隊
天
理
募
集
案

内
所
（

０
７
４
３
‐
63
‐

２
５
４
０
）

応
急
手
当
普
及
員
講
習
（
３
日
間
）

▽�

日
時　
平
成
29
年
１
月
18
日
㊌
～

20
日
㊎
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽�

場
所　
か
し
は
ら
安
心
パ
ー
ク

（
橿
原
市
東
竹
田
町
）

▽�

申
込
期
間　
12
月
１
日
㊍
～
21

日
㊌　

▽�

申
込
場
所　
奈
良
県
広
域
消
防

組
合
各
消
防
署　

※�

実
施
要
領
は
県
広
域
消
防
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
申
込
用
紙
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。　

　
・　
　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

桜
井
消
防
署
（

42
‐
４
１
１
９
）

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

▽�

開
催
日　
平
成
29
年
１
月
19
日

㊍
、
20
日
㊎

▽
場
所　
中
央
公
民
館

▽
受
講
料　
６
、５
０
０
円

▽�

申
込
期
間　
12
月
20
日
㊋
～
22

日
㊍

※�

申
込
書
等
は
桜
井
消
防
署
に
置

い
て
い
ま
す
。

　
・　
　
（
一
社
）
奈
良
県
防
災

安
全
協
会
（

０
７
４
２
‐
22
‐

２
１
１
９
）

問

申
問

申
問

申
問

子育て応援！
３人乗り自転車貸し出します

▽ �対象 市内在住で、満１歳以上６歳未満の幼児
を２人以上養育している人

▽貸出台数　８台

▽ �利用料　無料
　（利用中の整備・修理等は利用者負担）

▽ �貸出期間　
　平成 29年１月 13日～平成 30年１月 12日
※�上記期間内であっても、子どもが満６歳に達し
た日をもって貸出期間を終了します。

▽ �貸出条件　自転車の適正な保管場所を確保でき
る人・同乗する幼児の着用するヘルメットを準
備できる人・１月 13日㊎の午前中に桜井警察
署が実施する講習会を受講できる人

▽ �申込期間　12 月１日㊍～16 日㊎（平日午前
８時 30分～午後５時 15分）

▽ �申込方法　保健福祉センター「陽だまり」１階
子育て総合支援室に設置の申請書に必要事項を
記入のうえ、提出。印鑑・母子健康手帳を持参
してください。

※申込多数の場合は抽選。
※電話申込みはできません。
　　�けんこう増進課すくすく

支援係 子育て総合支援室
　　（ 47‐4626）

　
　

募
集

問

申
問
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人
権
文
化
を
育
て
る
市
民
の
集
い

▽
日
時　
12
月
３
日
㊏

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

▽
場
所　
市
立
図
書
館

▽�

内
容　
講
演
「
差
別
を
な
く
す

社
会
シ
ス
テ
ム
を
創
る
た
め
に
」

▽�

講
師　
北
口
末
広
さ
ん
（
近
畿

大
学
教
授
・
部
落
解
放
同
盟
中

央
執
行
副
委
員
長
）

　
　

人
権
施
策
課
（

内
線

５
６
１
）

人
権
展
「
ぴ
ー
す
・
お
ぶ
・
さ
く

ら
い
」

▽
期
間　
12
月
３
日
㊏
～
９
日
㊎

※
最
終
日
は
午
前
中
の
み

▽�

場
所　
ま
ほ
ろ
ば
セ
ン
タ
ー
２

階
市
民
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

▽�

内
容　
市
内
小
中
学
生
の
人
権

ポ
ス
タ
ー
の
展
示
、
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
講
座
作
品
や
活
動
紹

介
の
展
示
な
ど

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時　
12
月
８
日
㊍

　
　
　
　
午
後
０
時
15
分
～
45
分

▽
場
所　
市
民
会
館
ロ
ビ
ー

▽�

内
容　
師
走
の
ひ
と
時　
ち
ょ

っ
と
い
っ
ぷ
く

▽�

出
演
者　
堀
内
正
昭
さ
ん
（
フ

ル
ー
ト
）、
岩
本
章
さ
ん
（
バ
イ

オ
リ
ン
）、
濱
恵
一
さ
ん
（
チ
ェ

ロ
）、河
中
晶
子
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

▽
費
用　
無
料

　
　
文
化
を
考
え
る
桜
井
市
民
の

会
（

０
９
０
‐
６
７
５
１
‐

５
７
０
８
）

平
成
28
年
度
企
画
展　
「
埴
輪
が

あ
っ
た
！
古
墳
も
あ
っ
た
？
」

　
「
古
墳
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」。

そ
ん
な
ち
ょ
っ
と
し
た
高
ま
り
か

ら
見
つ
か
っ
た
「
埴
輪
」
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
、
ど
の
よ
う
な
埴
輪

が
出
土
し
古
墳
で
あ
る
と
認
識
さ

れ
た
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

▽�

期
間　
12
月
14
日
㊌
～
平
成
29

年
４
月
16
日
㊐

※�

毎
週
月
・
火
曜
、
祝
日
の
場
合

は
そ
の
翌
日
（
祝
日
は
開
館
）、

年
末
年
始
期
間
は
休
館
で
す
。

▽�

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後

４
時
30
分
（
入
館
は
午
後
４
時

ま
で
）

▽�

入
館
料　
一
般
２
０
０
円
、
小

中
学
生
１
０
０
円

※
市
内
小
中
学
生
は
無
料

《
関
連
イ
ベ
ン
ト
》

「
触
っ
て
学
ん
で
作
ろ
う
ハ
ニ
ワ
！
」

　
実
物
に
触
れ
、
奥
深
い
埴
輪
の

世
界
を
体
験
し
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
で
埴
輪
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

▽�

日
時　
３
月
４
日
㊏

　

�

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
頃

▽
場
所　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

※�

詳
細
は
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・　
　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

（

42
‐
６
０
０
５
）

市
観
光
協
会
主
催
事
業

①
拓
本
教
室

▽
日
時　
12
月
15
日
㊍

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午　

▽
場
所　
市
立
図
書
館

▽
費
用　

 

５
０
０
円

▽�

申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
・

性
別
を
記
入
の
う
え
、左
記
へ
。

　
・　
　
（
一
社
）
桜
井
市
観
光

協
会
（
〒
６
３
３
‐
０
０
６
３
大

字
川
合
２
６
０
‐
２
商
工
会
館
２

階

・
FAX 
42
‐
７
５
３
０
）

②�

万
葉
ゆ
か
り
の
地　
味う

ま
ざ
け酒

三
輪

の
里
を
歩
く
ハ
イ
キ
ン
グ

▽�

実
施
日　
12
月
18
日
㊐

▽
集
合
時
刻
・
場
所　

　
午
前
９
時
45
分
・
JR
三
輪
駅

▽
費
用　
無
料
（
予
約
不
要
）

▽�

コ
ー
ス
（
約
３
㎞
）
JR
三
輪
駅

→
大
神
神
社
→
大
美
和
の
杜
展

望
台
→
恵
比
須
神
社
→
古
い
商

家
街
並
み
→
JR
三
輪
駅

　
　
（
一
社
）
桜
井
市
観
光
協
会

（

‌

42
‐
７
５
３
０
）　

食
育
講
演
会

▽
日
時　
12
月
26
日
㊊　
　
　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

▽
場
所　
中
央
公
民
館
大
会
議
室

▽�

テ
ー
マ　
「
お
母
さ
ん
の
お
む

す
び
～
手
間
へ
の
感
謝
が
子
ど

も
の
心
を
育
む
～
」

▽
講
師　
竹
下
和
男
さ
ん

　
　
け
ん
こ
う
増
進
課
（

45
‐

３
４
４
３
）

　
平
成
29
年
版
「
桜
井
・
宇
陀
の

フ
ォ
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
」
販
売

▽�

仕
様　

Ａ
２
サ
イ
ズ
13
枚
組

（
表
紙
含
む
）

▽
販
売
数　
１
２
０
部（
先
着
順
）

▽
販
売
開
始
日　
12
月
１
日
㊍

▽�

価
格　
７
０
０
円
（
送
料
別
）

▽�

申
込
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ハ

ガ
キ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
申
込
部
数
を

記
入
の
う
え
、
左
記
へ
。

※�

代
金
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
受
領
後

同
封
の
振
込
用
紙
で
支
払
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
・　
　
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
事

務
局
（
〒
６
３
３
‐
０
１
１
２
大

字
初
瀬
１
６
２
６
‐
１

47
‐

７
０
７
７
FAX 
47
‐
７
０
７
８
）

申
問

問

問
年末年始に交通規制が実施されます

　大神神社および安倍文殊院周辺の道路は、年
末年始、参拝客で相当混雑します。交通規制が
実施されますので、周辺では警察官や警備員の
指示に従ってもらうよう、ご協
力をお願いします。また、マイ
カーの利用は避けて、公共交通
機関を利用してください。

《大神神社周辺》
12月31日 20：00～平成 29年1月1日 20：00
平成 29年 1月 2日～ 5日の 8：00～ 20：00

《安倍文殊院周辺》
12月31日 22：00～平成 29年1月1日 18：00
平成 29年1月2日～ 3日の 8：00～ 18：00
　桜井警察署交通課（ 46‐0110）

　
　

お
知
ら
せ

　
　

催
し
・
講
座

表紙イメージ

問

申
問

問

申
問

問
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井
戸
水
等
を
公
共
下
水
道
へ
排
出

し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

　

井
戸
水
（
地
下
水
）
や
湧
水
、

雨
水
利
用
水
な
ど
水
道
水
以
外
の

水
を
使
用
し
て
い
る
人
で
、
こ
の

排
水
を
公
共
下
水
道
に
排
出
す
る

場
合
は
、
届
け
出
の
う
え
、
排
出

量
に
応
じ
た
下
水
道
使
用
料
を
納

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
届
け
出

が
ま
だ
の
人
は
、下
水
道
課
ま
で
。

　
　
下
水
道
課 

維
持
管
理
係（

42
‐
９
２
１
１
内
線
41
・
49
）

大
丈
夫
で
す
か
水
道
の
冬
じ
た
く

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、水
道
管
の
水
が
凍
っ
て
、

水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
は

次
の
点
に
注
意
し
、
水
道
管
を
凍

結
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

北
向
き
や
風
の
強
い
場
所
、
露

出
し
て
い
る
水
道
管
・
屋
外
の
散

水
栓
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
・
蛇
口
・

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
等
は
、
市
販

の
防
寒
材
や
毛
布
・
布
・
縄
な
ど

を
巻
き
、
そ
の
上
に
ビ
ニ
ー
ル
な

ど
で
カ
バ
ー
を
し
て
直
接
水
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
水
道
管
が
凍
っ
た
ら

　
タ
オ
ル
や
布
を
か
け
、
そ
の
上

か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
ゆ
っ
く

り
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

・
水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

　
止
水
栓
や
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
等

を
締
め
て
水
を
止
め
、
市
の
指
定

工
事
店
に
修
繕
の
依
頼
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
指
定
工
事
店
の
連
絡

先
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー
へ
）

　
　

上
下
水
道
部
（

42
‐

９
２
１
１
）

善
意
銀
行
（
10
月
分
）

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
、
金

銭
や
物
品
な
ど
の
善
意
の
気
持
ち

を
お
預
か
り
し
、
福
祉
事
業
へ
の

援
助
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

・�

葵
か
を
里
奈
良
後
援
会
様

３
０
、０
０
０
円

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
敬
桜
会
様

３
４
、０
０
０
円

▽�

預
け
入
れ
先　
善
意
銀
行
（
社

会
福
祉
協
議
会
内

42
‐

２
７
２
４
）・
社
会
福
祉
事
務
所

中
和
保
健
所
に
よ
る
野
犬
の
捕

獲
・
引
き
取
り

　
年
内
の
捕
獲
・
引
き
取
り
の
最

終
日
は
と
も
に
12
月
16
日
㊎
で

す
。
平
成
29
年
１
月
４
日
㊌
か
ら

通
常
通
り
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
　

中
和
保
健
所
生
活
衛
生
課

（

48
‐
３
０
３
３
）

求
職
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
県
無
料
職
業
紹
介
所
で
は
、
県

の
し
ご
と
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
、
求
人
企
業
の
ニ
ー
ズ
、

求
職
者
の
経
験
や
将
来
の
方
向
性

を
把
握
す
る
た
め
、
求
人
企
業
求

職
者
双
方
と
面
談
し
、
互
い
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
紹
介
を
行
い
ま

す
。電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

奈
良
し
ご
と
ｉ
セ
ン
タ
ー

（
奈
良
市
西
木
辻
町
０
７
４
２
‐

23
‐
５
７
２
９
）・
高
田
し
ご
と

ｉ
セ
ン
タ
ー
（
大
和
高
田
市
幸
町

０
７
４
５
‐
24
‐
２
０
０
７
）

■　図書館からのお知らせ　■

●おはなし会の案内（当日参加）

●今月の休館日　毎週火曜と第２金曜（9 日）、年末年始（29 日から翌年 1/4 まで）です。
　年末年始の休館に伴って、特別貸し出しを行います。
　12/14 ㊌～ 28 ㊌（火曜は休館）　貸出冊数 10 冊（4 週間まで）

市立図書館（ 44‐ 2600）
ホームページアドレス http://www.library.sakurai.nara.jp

日時 内容 担当 場所
12 月 3日㊏

15：00～15：30
おはなしや絵本の
読み聞かせなど 桜井おはなしの会 おはなしの部屋

問

問

冬じたく方法

◆人形劇◆

▽日時　12月 17日㊏
　第１部　11：00～ 12：00
　第２部　13：00～ 14：00
　※第１部と第２部は同じ内容

▽場所　会議室

▽出演　桜井おはなしの会

▽内容　ブレーメンの音楽隊

▽対象　子どもとその保護者
◆ 2016 絵本と音楽の X'mas

        コラボレーションコンサート♪◆

▽日時　12月 17日㊏
　　　　15：00～ 16：00

▽場所　研修室１

▽出演　子ども読未知

◆ブックリサイクル◆

▽日時　12月 17日㊏
　第１回　9：30～ 11：30
　第２回　13：00～ 15：00

▽場所　研修室３
◆冬のプチ文化祭◆

▽日時　12月 18日㊐
　12：30～ 16：00

▽場所　研修室１

▽ �出演　桜井高等学校／吹奏楽部・ギ
ター部ほか、奈良情報商業高等学校
／吹奏楽部・情報研究部ほか、関西
中央高等学校／新体操部・軽音楽同
好会ほか

問

問

●図書館フェスティバル開催！ 12 月17日㊏、12月18日㊐ 参加費無料
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桜
井
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▽
日
時　
平
成
29
年
１
月
８
日
㊐

　
〈
受
付
〉　　
午
前
９
時
～

　
〈
開
会
式
〉　
午
前
９
時
30
分

※
雨
天
決
行

▽
主
会
場　
総
合
体
育
館　

▽
締
切
日　
12
月
10
日
㊏

※�

総
合
体
育
館
に
所
定
の
申
込
用

紙
が
あ
り
ま
す
。

第
56
回
市
民
体
育
大
会

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▽
日
時　
平
成
29
年
１
月
15
日
㊐ 

　
〈
受
付
〉　
午
前
８
時
40
分

▽
場
所　
総
合
体
育
館

▽�

対
象  

20
歳
以
上
の
市
内
在
住

ま
た
は
在
勤
者
（
た
だ
し
学
生

は
除
く
）

▽
種
目

Ⅰ
・
混
合
の
部

�

①
20�
歳
か
ら
44
歳
の
部
（
45
歳
以

　
上
の
人
を
含
む
編
成
も
可
）

※�

競
技
中
は
、
45
歳
以
上
の
人
が

同
時
に
４
名
出
場
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

②
45
歳
以
上
の
部

※�

競
技
中
は
男
女
２
名
ず
つ
が
常

に
出
場
し
て
い
る
こ
と
。

Ⅱ
・
女
子
の
部

▽�

チ
ー
ム
構
成　
監
督
１
名
、
選

手
８
名
以
内
（
監
督
は
選
手
を

兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
）

▽
締
切
日　
12
月
11
日
㊐

※�

総
合
体
育
館
に
所
定
の
申
込
用

紙
が
あ
り
ま
す
。

市
民
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

▽�

日
時　
平
成
29
年
１
月
20
日
㊎

～
22
日
㊐
（
車
中
１
泊
・
現
地

１
泊
）

▽
集
合　
午
後
10
時
・
総
合
体
育
館

▽�

場
所　
北
志
賀
竜
王
ス
キ
ー
場

（
長
野
県
）

▽�

対
象　
小
学
１
年
生
以
上
で
市

内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽
定
員　
60
名
（
先
着
順
）

▽
費
用　
２
３
、０
０
０
円

▽�

申
込
方
法　
総
合
体
育
館
へ
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

定
員
に
な
ら
な
い
場
合
は
、
中

止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※�

教
室
に
参
加
し
な
く
て
も
申
込

み
で
き
ま
す
。

　
・　
　
総
合
体
育
館
（

45
‐

０
６
０
９
）

第
11
回
桜
井
市
こ
ど
も
駅
伝
大
会

▽
日
時　
12
月
10
日
㊏

　
〈
開
会
式
〉
午
後
０
時
30
分
・

　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

　
〈
ス
タ
ー
ト
〉
午
後
１
時
30
分・

　
倉
橋
た
め
池
管
理
棟
前

　

�〈
閉
会
式
〉午
後
３
時
30
分（
予

　
定
）・
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

※�

応
援
は
係
員
に
指
示
さ
れ
た
場

所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�
大
会
開
催
に
伴
い
、
地
図
の
通

り
通
行
が
規
制
さ
れ
ま
す
。
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

▽
規
制
時
間　
午
後
１
時
～
３
時

申 問

申 問

申 問

申 問

申 問

問

問

問

問

問

問

申 問

申 問

●中南和法律相談センター  無料法律相談〈要予約〉

▽日時　毎週火曜日（祝日は除く）13:00 ～ 16:00

▽場所　市役所 2階相談室
　・　　奈良弁護士会（ 0742‐22‐2035）
※�相談日 2週間前の火曜日 9:30 受付開始。先着６名。
●弁護士による無料法律相談〈要予約〉

▽日時　12/8 ㊍ 13:00 ～ 16:00

▽場所　市役所 2階相談室	
　・　　市民協働課市民生活係（ 内線 534）
※ �12/1 ㊍ 8:30 受付開始。先着７名。1人 1回限り。
●税理士による税務相談〈要予約〉

▽日時　12/21 ㊌ 13:00 ～ 16:00

▽場所　市役所 2階相談室	
　・　　市民協働課市民生活係（ 内線 534）
※ 12/7 ㊌ 8:30 受付開始。先着 5名。
●司法書士による法律相談〈要予約〉

▽日時　① 12/9 ㊎　② 12/22 ㊍ 13:00 ～ 16:20

▽場所　市役所 2階相談室
　・　　市民協働課市民生活係（ 内線 534）
※�①は12/2 ㊎、②は12/14 ㊌ 8:30�受付開始。先着５名。
●行政書士による法務相談〈要予約〉

▽日時　12/26 ㊊ 13:00 ～ 16:20
▽場所　市役所 2階相談室	

　・　　市民協働課市民生活係（ 内線 534）
※ 12/9 ㊎ 8:30 受付開始。先着５名。
●消費生活相談

▽日時　毎週火・木・金曜日（祝日は除く）10:00 ～ 16:00

▽場所　市役所 1階消費生活相談室
　　市民協働課市民生活係（ 内線 534）
●行政相談

▽日時　12/14 ㊌ 13:00 ～ 16:00

▽場所　市役所 1階消費生活相談室
※当日、市民協働課で受付が必要です。
　　市民協働課市民生活係（ 内線 534）
●福祉の『心配ごと相談』

▽日時　毎週木曜日 10:00 ～ 15:00

▽場所　保健福祉センター「陽だまり」南棟 2階
※相談日には、電話相談（ 42‐6804）も行います。
　　社会福祉協議会（ 42‐2724）
●若者自立のための相談会

▽日時　12/1 ～ 28（㊐・㊗除く）9:00 ～ 18:00

▽場所　桜井駅南口駅前エルト桜井２階
　　若者サポートステーションやまと（ 44‐2055） 
●失業などによる暮らしの困りごとの相談

▽日時　平日 9:00 ～ 17:00

▽場所　桜井駅南口駅前エルト桜井２階
　　桜井市くらしとしごと支援センター（ 49‐3020）
●人権擁護委員による悩みごと相談

▽日時　12/21 ㊌ 13:00 ～ 16:00

▽場所　市役所 1階消費生活相談室
　　人権施策課人権係（ 内線 561）
●女性相談〈面接相談は要予約〉

▽日時　12/19 ㊊※面接相談予約は相談日の午前中まで。
　面接相談 12:30 ～ 15:00　電話相談 10:00 ～ 11:30

▽場所　市役所 1階消費生活相談室
　・　　人権施策課男女共同参画係（ 内線 564）
●奈良県子育て女性就職相談（桜井出張相談）〈要予約〉

▽日時　12/12 ㊊9:00～12:00※予約は前々日の土曜まで

▽場所　保健福祉センター「陽だまり」2階会議室１
　・　　桜井出張相談連絡先（ 0742‐24‐1150）

無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　

ス
ポ
ー
ツ

申
問

申問

申問

申 問

申 問

申 問

申 問

申 問

問

問

問

問

問

問
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○
特
殊
詐
欺
に
注
意
！

　
奈
良
県
内
に
お
い
て
特
殊
詐
欺

が
多
発
し
て
い
ま
す
。市
内
で
も
、

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
、
電
話
口

で
市
役
所
職
員
を
騙
り
「
医
療
費

の
還
付
金
が
あ
り
ま
す
」
と
言
っ

て
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
く
よ
う
指
示
す
る

手
口
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
「
詐
欺
か
も
？
」
と
思
っ
た
と

き
は
、
お
金
を
支
払
う
前
に
家
族

や
友
人
、
警
察
や
相
談
機
関
へ
相

談
し
ま
し
ょ
う
！

○
年
末
年
始
の
盗
難
に
注
意
！　

　
年
末
年
始
は
空
き
巣
被
害
が

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

～
空
き
巣
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
～

・�

在
宅
中
や
短
時
間
の
外
出
で
も
、

家
の
玄
関
・
勝
手
口
・
窓
ガ
ラ

ス
の
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・�

補
助
錠
を
つ
け
て
ツ
ー
ロ
ッ
ク

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・�

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
防
犯
カ
メ

ラ
等
の
防
犯
機
器
を
積
極
的
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。　

　
ま
た
、
無
施
錠
や
鍵
付
き
の

自
転
車
や
バ
イ
ク
の
盗
難
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

～
盗
難
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
～

・�

自
宅
等
の
敷
地
内
で
あ
っ
て
も
、

必
ず
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

・�

乗
り
物
か
ら
離
れ
る
時
間
が
短

時
間
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
施
錠

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・�

２
重
ロ
ッ
ク
を
有
効
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

共
に
生
き
る

（235）

桜
井
市
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
調
査
結
果
よ
り（
11
）

け
い
さ
つ
コ
ー
ナ
ー

桜
井
警
察
署
（

46
‐
０
１
１
０
）

今
月
の
市
税
・
保
険
料

納期限は
12 月 26 日（月）です。

市
税

　
■
固
定
・
都
計
税
〈
３
期
分
〉

　
■
国
民
健
康
保
険
税
〈
６
期
分
〉

保
険
料

　
■
介
護
保
険
料
〈
６
期
分
〉

　
■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
〈
６
期
分
〉

「配偶者や交際相手からの暴力を受けたことがありますか？」

何度も
あった

1,2 度
あった

まった
くない

不 明・
無回答

言葉による暴力やい
やがらせ、無視する
などの精神的暴力

全体 6.3 12.0 68.8 12.9
男性 2.6 9.8 74.3 13.2
女性 9.3 13.5 65.5 11.7

なぐる、けるなどの
身体的暴力

全体 2.6 6.5 78.7 12.1
男性 0.4 2.6 84.9 12.0
女性 4.3 9.7 75.1 11.0

実家や友人との付き
合いや本人の行動を
監視、制限する社会
的暴力

全体 2.1 2.9 80.6 14.5
男性 0.6 1.5 83.3 14.7
女性 3.3 3.9 79.8 12.9

性行為の強要、避妊
に協力しないなどの
性的暴力

全体 1.5 3.0 80.8 14.7
男性 0.4 0.9 64.1 14.5
女性 2.4 4.8 79.4 13.5

単位％

　
「
さ
く
ら
い
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
21
」
の
評
価
・
見
直
し
お
よ

び
市
民
へ
の
男
女
共
同
参
画
推

進
・
啓
発
の
た
め
の
基
礎
材
料
と

す
る
た
め
に
、
平
成
25
年
12
月
に

実
施
し
た
桜
井
市
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
意
識
調
査
の
結
果
を
報

告
し
ま
す
。

　
下
表
の
と
お
り
、
暴
力
に
よ
る

被
害
は
、
精
神
的
暴
力
、
身
体
的

暴
力
が
多
く
、
男
性
に
比
べ
女
性

の
被
害
経
験
が
目
立
っ
て
い
ま

す
。

　
桜
井
市
で
は
、
男
女
が
平
等
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
人
権
を
尊

重
す
る
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、

啓
発
や
研
修
に
力
を
入
れ
て
、
さ

ら
な
る
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
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健康だより

行事 対象 日程 内容 備考

胃がん・肺が
んセット検診

35歳以上の
桜井市民

1/6 ㊎・1/10 ㊋・
1/11 ㊌・1/12 ㊍・
1/30 ㊊・1/31 ㊋・
9：00～ 11：20
（検診時間はこちらで
指定となります）
※�医療センター（ 45

‐2505）へ要予約
定員になり次第締め
切りになります。

胃がん検診：バリウムを飲
んで胃部のレントゲン撮影
肺がん検診：胸部のレント
ゲン撮影と痰の検査（必要
な人のみ）
※�妊娠中または妊娠の可能
性のある人、授乳中の人
は検診を受けられません。

※�胃腸疾患の治療中の人
は、かかりつけの医療機
関で受診してください。

▽ �場所　保健福祉セン
ター「陽だまり」

▽費用　胃がん…900円
肺がん…無料（ただ
し、痰の検査が必要
な場合は 300円）

歯周疾患検診

平成 28 年３月
31日現在、
40歳、50歳、
60歳、70歳
の市民

6月 1日～
平成 29年 2月 28日 問診・歯周組織検査（診察）

▽費用　無料

▽ �受診方法　5月末に送
付した受診券と保険証
を持って医療機関で受
診してください。

骨粗しょう症
検診

平成 28 年 3月
31日現在、
40歳、45歳、
50歳、55歳、
60歳、65歳、
70歳の女性市民

6月 1日～
平成 29年 2月 28日 問診・骨塩定量測定

▽費用　1,300 円

▽ �受診方法　5月末に送
付した受診券と保険証
を持って医療機関で受
診してください。

このページの問い合わせ先は、
けんこう増進課（ 45 - 3443）へ
※ 8/1 保健福祉センター「陽だまり」へ移転しました

○�乳がん検診は、他に同等の健診（検診）の機会が
ない人が対象。（費用の一部を公費負担）
　なお、下記の人は自己負担金が無料になります。
① �75 歳以上の人②身体障害者手帳、療育手帳、精
神障害者保健福祉手帳を持っている人
③生活保護受給者または市民税非課税世帯の人
※�期間中に１人１回です。（2年に 1回の制度のた
め、昨年度利用した人は対象外）
※定員に達した場合、受診できないことがあります。

▽内容　問診、乳房Ｘ線検査（マンモグラフィ）

▽項目　乳がん検診

▽対象者　40歳以上の女性

▽自己負担金　2,300 円

▽ �受診方法・受診場所　済生会中和病院、平成記念
病院、河田胃腸科、国保中央病院、鎌田医院田園
診療所で受診する人は、直接医療機関へ予約が必
要。平尾病院、グランソール奈良で受診する人は、
けんこう増進課へ申込みが必要です。
※受診の際には必ず受診券を持参してください。

▽申込期間　平成 29年 1月 31日㊋まで	

高齢者（満 65 歳以上）のインフルエンザ
予防接種は 12 月末で終了です

▽ �対象者　①接種時点で満 65歳以上②満 60歳以
上 65歳未満で、心臓、じん臓、呼吸器機能また
はヒト免疫不全ウイルスで重度の障害があり、身
体障害者手帳を持っている人
※①②共通、自ら接種を希望する人が対象

▽ �接種期間　12月 31日㊏まで（昭和 26年 12月
生まれの人は平成 29年１月 31日まで）

▽料金　1,500 円
※�生活保護受給者、市民税非課税世帯の人は無料で
す。市民税非課税世帯の人は、接種前にけんこう
増進課で手続きが必要です。（手続きがない場合
は、自己負担金は無料になりません。）
※�期間を過ぎた場合や同じ年度内で２回目以降の接
種は全額自己負担になります。

▽実施場所　市内の予防接種実施医療機関
　（平成28年度健康カレンダー掲載医療機関）
※事前に予約が必要です。
※�市外の医療機関で接種を希望する場合は接種前に
けんこう増進課で手続きが必要です。（印鑑と接
種料金が必要）

平成 28 年度の乳がん検診の申込受付期
間がもうすぐ終了します！
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初瀬・朝倉台線（桜井駅北口～吉隠） 全日運行

北循環線（桜井駅北口→市役所→イオ
ン→桜井駅北口）

30日のみ運行
南循環線（桜井駅北口→仁王堂（済生
会中和病院前）→桜井駅南口）

西北部循環路線（桜井駅北口→イオン
→山の辺病院→桜井駅北口） 運行なし

多武峯線（桜井駅南口～談山神社） 全日運行

コミュニティバス運行状況（12/30 ～ 1/3）

※�桜井初瀬線は、12 月 23 日㊎～平成 29 年 1月
6日㊎の間、学校休校日ダイヤで運行。
※多武峯線は、上記の期間、土日祝日ダイヤで運行。
問　奈良交通榛原営業所（ 0745‐82‐2201）

月日 月・木コース 火・金コース 粗大ごみ ごみ搬入（時間）

12
月

24 日 土 － －
受付できません

午前 8時 40 分～ 11 時 30 分

25 日 日 － － 受付できません

26 日 月 もやせるごみ 雑誌・牛乳パック

通常通り受付
（ 46 ‐ 3030）
午前 9時～正午
午後 1時～ 4時

通常通り受付
午前 8時 40 分～ 11 時 30 分

午後 1時～ 4時

27 日 火 ダンボール もやせるごみ

28 日 水 ペットボトル もやせないごみ

29 日 木 もやせるごみ カン

30 日 金 雑誌・牛乳パック もやせるごみ 午前 8時 40 分～ 11 時 30 分
午後 1時～ 3時

31 日 土 － － 受付できません 午前 8時 40 分～ 11 時 30 分

翌
年
１
月

1 日 日 － －

受付できません 受付できません2 日 月 － －

3 日 火 － －

4 日 水 もやせないごみ ペットボトル 通常通り受付 通常通り受付

ごみの収集・搬入（12/24 ～ 1/4）      　　　　　　　　　   問環境部（　45‐2001）

12 月 28日㊌ 毎月 1日コースを収集

12月 29日㊍・30日㊎ 毎月 2日コースを収集

12月 31日㊏～
平成 29年1月 3日㊋ 休業

平成 29年 1月 4日㊌～ 通常どおり

市役所（ 42‐9111）

12/29 ～ 1/3

桜井市民会館（ 45‐0964）

中央公民館（ 45‐0965）

総合体育館（ 45‐0609）

まほろばセンター（ 42‐1973）

高齢者総合福祉センター
（ 43‐1658）

市立図書館（ 44‐2600） 12/29 ～ 1/4

埋蔵文化財センター（展示室）
（ 42‐6005） 12/28 ～ 1/4

市営火葬場（ 42‐3520） 1/1 ～ 1/2

休日応急診療所（ 45‐3720）
※�午前 10時～午後 4時
　午後 6時～ 11時

診療日
12/30 ～ 1/3

※�年末の市民課窓口は大変混雑します。住民票・
印鑑証明・戸籍等証明が必要な人は早めに手続
きをお願いします。

市の施設休館情報（12/28 ～ 1/4）

※ごみの収集はクリーンカレンダー通りです。
※�粗大ごみは、29 日までの受付分まで年内収集いたします。
※ �31 日に搬入できるごみは、市指定袋に入った「もやせるごみ」「もやせないごみ」および「資源物」です。	
	 	 	 	

　し尿の収集　　問清掃公社（ 45‐2005）

年 末 年 始 情 報



22広報わかざくら　平成28年12月号

今回は、「大和さくらい１００選」の伝統
行事に選ばれている「亥の子暴れ祭り」に
ついて紹介するよ！

「ひみこちゃんのページ」
http://www.city.sakurai.lg.jp/himiko/index.html
観光まちづくり課（ 42‐9111 内線 342）

子どもの神事～高田の亥の子暴れ祭り～　
　全国ところどころで残っている亥の子祭りは、亥の子餅※を食
べ、万病除去・子孫繁栄を祈る等が行われる行事です。
※�行事等に際し作られる餅。十二支の亥の月にあたる旧暦 10月の亥の日、
亥の刻（午後 10時頃）に食べる。

　収穫の感謝と子どもの健やかな成長を祈る、高田の「亥の子暴
れ祭り」は、県内では数少ない子どもの神事の１つで、山口神社
の山の神に捧げたものを奪い合い、お膳を蹴散らし、子どもたち
が暴れ廻る奇祭です。
　まず山口神社の神霊をまつる「お仮屋」と称する竹矢来（竹を
交差させて作った２メートル四方の囲い）を作り、周りに木で作
られた小さな農具やおひねり（紙に包まれたさい銭）をつり下げ
ます。祭りの当日、当

とう や
屋の合図でそれらを奪い合い、竹矢来を押

し潰します。
　次に、用意されたお膳の中で赤飯以外を、掛け声の合図で子ど
もたちが蹴散らし、日没後、神棚の灯明を濡れた藁

わら
で消し、当屋

が火をつけては、また子ども達が消すということを２時間ほど繰
り返します。
　この高田の「亥の子暴れ祭り」は、県指定無形民俗文化財であり、
現在は、毎年 12月の第 1日曜日に大字高田地区集荷場にて行事
が続けられています。

こんな祭りが
続いているんだね

ひみこちゃんの着ぐるみを
貸し出します！
地域や市民団体の行事、公益を目的とした
イベントやキャンペーンなどで、ぜひ利用
してください。
詳しくは観光まちづくり課へ。

呼んでね～
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市では、毎年「財政状況の公表」を行っています。
今回は、平成 28 年度上半期（平成 28 年４月～
９月）の予算の執行状況などについてお知らせし
ます。※表示単位未満は四捨五入していますので、
値が合計等と異なる場合があります。
問 財政課（ 内線 321・325）

一般
会計

平成 28年度の一般会計当初予算額は 228億 9,800 万円で始まりました。そこに、前年度から繰り
越された地方創生関連事業、情報セキュリティ強化や市道の維持修繕事業などの費用と、当初予算編
成後の補正予算を加えますと、９月 30日現在の一般会計予算額は 239億 7,852 万円となります。

66.1％

61.9％

歳入 歳出

39.1％

50.8％

平成 28 年度上半期
財政状況の概要

特別会計

会計名 予算額 収入済額 支出済額
下水道事業 22 億 4,985 万円 1億 4,338 万円 6億 8,508 万円
住宅新築資金
等貸付金  8,508 万円  1,604 万円  6,424 万円

国民健康保険 81 億 6,129 万円 28億 1,834 万円 36億 7,579 万円
駐車場事業 1 億 7,047 万円  2,435 万円 1億 4,105 万円
簡易水道事業 5 億 986万円  3,669 万円 2億 2,199 万円
介護保険 53 億 9,632 万円 19億 8,333 万円 20億 3,970 万円
後期高齢者医療 7 億 394万円 2億 954万円 2億 1,019 万円
合計 172億 7,679万円 52億 3,167 万円 70億 3,804 万円

予算額 執行額

収
益
的

収入 13億 8,900 万円 6億 1,139 万円

支出 13億 8,392 万円 3億 439万円

資
本
的

収入 1億 4,707 万円 2,336 万円

支出 7億 405万円 1億 9,593 万円

特定の事業を扱う特別会計の当初予算合計は 170 億 2,108 万円で
始まり、補正予算を加えて総額 172億 7,679 万円となっています。

公営企業会計（水道事業）

財政調整基金 10億 6,091 万円
卑弥呼の里・
桜井ふるさと基金  3,699 万円

主な基金

一般会計 210億 7,875 万円
下水道事業特別会計 113億 5,579 万円
住宅新築資金等貸付金特別会計  8,015 万円
簡易水道事業特別会計  6,300 万円

桜井市水道事業会計 10億 502万円

土地（地積） 1,156,700㎡
建物（延面積） 244,555㎡
有価証券 357万円
出資による権利 3億 9,156 万円
基金（現金） 27億 4,089 万円
基金（土地） 2,125㎡

市債現在高 市有財産の状況

予算額　 239 億 7,852 万円
収入済額 114 億 8,198 万円

収入率 47.9%

予算額　239 億 7,852 万円
支出済額  85 億 9,024 万円

執行率 35.8%

市税

地方交付税

民生費

公債費

国庫支出金

60 億 9,933 万円　
40億 3,467 万円

58億 0,000 万円
35億 8,867 万円

市債

その他

総務費

衛生費

その他

21 億 8,060 万円
1億 3,210 万円

44億 8,073 万円
15億 7,845 万円

54億 1,786 万円
21億 4,807 万円

25億 6,474 万円
10億 1,745 万円

25億 4,812 万円
8億 5,733 万円

70億 1,700 万円
17億 4,739 万円

89億 6,961 万円
35億 484万円

28億 7,905 万円
14億 6,324 万円

35.2％

6.1％

39.6％

39.7％

33.6％

24.9％
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（1）人件費の状況（普通会計決算）

区分 住民基本台帳人口
（Ｈ 27 年度末）

歳出額
(A) 実質収支 人件費

（B）
人件費率
（B / A）

H 26 年度の
人件費率（参考）

H27 年度 58,889 人 222 億 2,134 万円 8 億 3,139 万円 38 億 6,626 万円 17.4％ 18.0％
※人件費には、退職金のほか、特別職・議員の給料・報酬などを含みます。
※普通会計とは一般会計の一部を除いた数値で、特別会計や上水道事業会計等は含まれません。

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

区分 職員数
（A）

給与費 1 人当たり給与費
（B / A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　（B）

H28 年度 446 人 16 億 4,193 万円 3 億 6,462 万円 6 億 3,583 万円 26 億 4,238 万円 592 万円
※職員手当には退職手当を含みません。※給与費は当初予算に計上された額です。
※職員数は、予算作成時点での数値であり、『7職員数の状況』表中「職員数Ｈ 28年」欄の普通会計合計数とは異なります。

区分 月額 期末手当（H27 年度 ） 退職手当（算定方式）

給料

市長 735,000 円（1,050,000 円） 6月期 1.475 月
12月期 1.625 月
計 3.1 月

給料年額×在職年数× 54/100
副市長 663,000 円（885,000 円） 給料年額×在職年数× 31.5/100
教育長 581,000 円（730,000 円） 給料年額×在職年数× 22.5/100

報酬

議長 618,000 円 6月期 1.475 月
12月期 1.675 月
計 3.15 月

副議長 531,000 円
議員 498,000 円

※市長は 30％、副市長は 25％、教育長は 20%の減額を行っています。（　　）内の金額は条例上の給料月額です。

（1）平均年齢、平均給料月額および平均給与月額
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 41.0 歳 312,504 円 389,878 円
技能労務職 44.1 歳 315,069 円 383,270 円

教育職 40.1 歳 323,255 円 368,451 円
※�平均給料月額とは、Ｈ 28年 4月 1日現在における各職種ごとの
職員の基本給の平均です。

※�平均給与月額とは、給料月額と諸手当（扶養手当・地域手当・住
居手当・時間外勤務手当など）を合計したものです。

（2）初任給の状況
区分 初任給 2 年後の給料

一般
行政職

大学卒 176,700 円 190,200 円
高校卒 144,600 円 154,300 円

技能労務職 158,658 円 171,842 円

（3）経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
区分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般
行政職

大学卒 257,800 円 300,700 円 364,300 円
高校卒 218,100 円 257,800 円 300,700 円

技能労務職 230,058 円 277,242 円 328,167 円

桜井市職員の

 人事行政運営などの状況

（3）ラスパイレス指数の状況（Ｈ27 年 4月1日現在）

桜井市 99.3 

全国市平均 98.7 

※�ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を
100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指
数です。

区分 標準的な
職務内容

職員数
（人）

構成比
（％）

1 級 主事補・技師補 37 13.6
2 級 主事・技師 34 12.5
3 級 主任 58 21.3
4 級 係長・主査 29 10.7
5 級 副主幹・主査 35 12.9
6 級 主幹 33 12.1
7 級 課長 34 12.5
8 級 部長・次長 12   4.4

1 総括

2 一般行政職の級別職員数等の状況（Ｈ28 年4月1日現在）

4 特別職の報酬等の状況（Ｈ28 年4月1日現在）

3 職員の平均給与月額、初任給等の状況（Ｈ28 年4月1日現在）

市職員の給与や職員数などの概要を公表します。　問 人事課（ 内線 315）
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（1）諸手当（Ｈ 27 年度決算）

手当名 支給実績 1 人当たり
平均支給年額

扶養手当
配偶者 13,000 円

それ以外 6,500 円など
4,558 万円 205,328 円

地域手当
支給率 3％ 5,334 万円 117,221 円

住居手当
支給限度額 27,000 円 2,856 万円 271,966 円

通勤手当
距離区分に応じて支給 2,608 万円 66,862 円

時間外勤務手当 1 億 157 万円 304,096 円

宿日直手当
日直勤務：1 回 4,200 円 52 万円 4,200 円

管理職手当
主幹級以上の職員が対象 6,069 万円 632,188 円

特殊勤務手当
手当数：15 種類 2,528 万円 113,885 円

（2）退職手当（Ｈ28 年 4月1日現在）
支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 20.445 月 25.55625 月
勤続 25 年 29.145 月 34.5825 月
勤続 35 年 41.325 月 49.59 月
最高限度額 49.59 月 49.59 月
その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（２～ 30％加算）

1 人当たり
平均支給額 499 万円 2,287 万円

※�退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職
種に係る職員に支給された退職手当の平均額です。

（3）期末手当・勤勉手当（Ｈ27 年度）
1 人当たり平均支給額 142 万円

期末手当 2.60 月分
勤勉手当 1.6 月分

※職制上の段階、職務の級等による加算措置あり

・�分限処分（心身の故障などにより職務を果たせない場合、
公務能率の維持を図るための処分）…休職 13人
・�懲戒処分（公務員としてふさわしくない非行があった場
合、道義的責任を追及する処分）…停職 1人

（1）部門別職員数の状況（各年 4月1日現在）
区分 職員数（人） 対前年

増減数部門 H27 年 H28 年

一
般
行
政
部
門

議会 4 4 　0
総務 74 75 　1
税務 25 25 　0
農水 12 11 △ 1
商工 15 9 △ 6
土木 35 38 　3
民生 122 127 　5
衛生 82 86 　4
小計 369 375 　6

特別行政部門
（教育） 59 59 　0

普通会計 計 428 434 　6

公
営
企
業
等

会
計
部
門

水道 14 13 △ 1
下水道 11 11 　0
その他 21 21 　0
小計 46 45 △ 1

合計 474 479 　5

（単位：人）

（単位：人）

7‐（2）年齢別職員構成の状況（Ｈ28 年 4月1日現在）

区分 20 歳
未満

20 歳～
23 歳

24 歳～
27 歳

28 歳～
31 歳

32 歳～
35 歳

36 歳～
39 歳

40 歳～
43 歳

44 歳～
47 歳

48 歳～
51 歳

52 歳～
55 歳

56 歳～
59 歳

60 歳
以上 計

職員数
（人） 3 19 55 52 40 67 67 44 31 53 46 2 479

7‐（3）職員数の推移（各年 4月1日現在）
年度

部門別
H23 年 H24 年 H25 年 H26 年 H27 年 H28 年 過去５年間

の増減数（率）

一般行政 380 368 365 365 369 375 △ 5(98.7%)
教育 76 76 74 61 59 59 △ 17(77.6%)

普通会計 計 456 444 439 426 428 434 △ 22(95.2%)
公営企業等会計 計 49 51 49 48 46 45 △ 4(91.8%)

総合計 505 495 488 474 474 479 △ 26(94.9%)

※詳しくは、市ホームページに掲載しています。

（単位：人）

5 職員の手当の状況

6 職員の分限処分と懲戒処分の状況（Ｈ27 年度）	

7 職員数の状況



川田 春榮さん　村手 キヨ子さん

同じ特別養護老人ホームで暮らす。
川田さんの息子と村手さんの娘が夫
婦という関係。引き寄せられたかの
ように桜井市内で親しくなり、母親
同士で今やなくてはならない存在に。

桜
井
を
つ
な
ぐ
人

　
「
毎
朝
５
時
ぐ
ら
い
に
は
起
床
し

ま
す
か
な
。
ゆ
っ
く
り
着
替
え
て
部

屋
出
て
き
て
、
そ
こ
か
ら
し
ゃ
べ
っ

て
る
」「
そ
う
や
ね
、
だ
い
た
い
一

日
中
し
ゃ
べ
っ
て
る
な
」。
２
人
は

顔
を
見
合
わ
せ
て
笑
い
合
う
。
川
田

さ
ん
101
歳
と
村
手
さ
ん
98
歳
。
市
内

に
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
生

活
し
て
い
る
。
２
人
は
こ
こ
で
出

会
っ
た
気
の
合
う
友
人
、
で
は
な
く

そ
れ
ぞ
れ
の
息
子
さ
ん
と
娘
さ
ん
が

夫
婦
で
あ
り
、
50
年
前
か
ら
家
族
の

一
員
に
あ
た
る
。

　

三
輪
で
生
ま
れ
育
っ
た
川
田
さ

ん
。
結
婚
し
大
阪
で
暮
ら
し
て
い
た

が
、
戦
争
が
激
し
く
な
り
、
子
ど
も

を
連
れ
て
桜
井
に
疎
開
し
て
き
た
と

言
う
。
そ
し
て
、
戦
後
も
そ
の
ま
ま

桜
井
に
住
ん
だ
。「
戦
時
中
は
本
当

に
辛
か
っ
た
ね
ぇ
。
あ
の
戦
争
が
な

か
っ
た
ら
桜
井
に
は
来
て
へ
ん
だ
や

ろ
う
し
、
今
こ
こ
に
は
居
て
ま
せ

ん
」。
昔
を
思
い
出
し
、
川
田
さ
ん

は
顔
を
し
か
め
た
。
一
方
田
原
本
の

味
間
出
身
の
村
手
さ
ん
は
、
２
人
の

姉
と
歳
の
離
れ
た
末
っ
子
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
幼
く
し
て
母
を
亡
く
す

と
父
親
に
大
事
に
育
て
ら
れ
た
。
川

田
さ
ん
と
同
じ
く
大
阪
で
結
婚
す
る

が
、
終
戦
後
、
夫
の
仕
事
の
関
係
で

東
京
の
ど
真
ん
中
に
引
っ
越
す
。

　

遠
く
で
育
っ
た
一
組
の
男
女
が
、

そ
の
後
い
ろ
い
ろ
な
偶
然
と
親
の
引

き
合
わ
せ
に
よ
り
出
会
う
こ
と
に
な

る
。
約
50
年
前
、
東
京
在
住
の
村
手

さ
ん
の
娘
が
川
田
さ
ん
の
息
子
と
結

婚
し
、
桜
井
の
家
で
暮
ら
す
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
後
、
夫
を
亡
く
し
た

村
手
さ
ん
が
娘
を
頼
っ
て
桜
井
に
越

し
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
２
人
の
距
離

が
縮
ま
る
。
す
ぐ
近
く
に
住
ん
で
い

た
た
め
、
村
手
さ
ん
は
「
ま
る
で
定

期
便
や
な
」
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
毎

日
の
よ
う
に
川
田
さ
ん
の
家
へ
行

き
、
ほ
ぼ
一
日
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
ん
だ
。「
ほ
ん
ま
に
毎
日
や
っ
た

な
ぁ
。ぼ
ち
ぼ
ち
歩
い
て
き
て
、し
ゃ

べ
っ
て
、お
や
つ
食
べ
て
、ま
た
し
ゃ

べ
っ
て
、
ほ
ん
で
さ
い
な
ら
。
よ
ぉ

一
日
何
を
し
ゃ
べ
っ
て
た
ん
や
ろ
」。

　
そ
ん
な
２
人
の
毎
日
を
見
守
っ
て

き
た
嫁
で
あ
り
娘
さ
ん
が
３
年
前
に

体
調
を
崩
し
、
２
人
の
面
倒
を
見
る

の
が
難
し
く
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
今

暮
ら
す
施
設
が
完
成
間
近
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
気
に
入
っ
た
２
人
は
一

緒
に
入
居
を
決
め
た
と
言
う
。

　
施
設
に
入
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
一
緒
に
生
活

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
２
人

は
ま
す
ま
す
達
者
に
な
っ
て
き
た
と

周
り
の
人
は
口
を
そ
ろ
え
る
。
毎
日

笑
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
楽
し
く
暮
ら
し

て
い
る
の
が
、
長
寿
の
秘
訣
な
の
だ

ろ
う
。

　
「
も
う
１
０
０
年
も
た
っ
て
る
ん

か
。
こ
れ
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
や
っ

た
な
ぁ
」「
せ
や
な
ぁ
、
ほ
ん
ま
に

な
ぁ
」。
漫
才
の
よ
う
で
も
あ
り
、

こ
れ
が
い
つ
も
通
り
の
２
人
の
自
然

な
毎
日
な
の
だ
。

そ
の
９

これまであっという間やったなぁ。
ほんまになぁ。
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KAWATA　Harue MURATE　Kiyoko

左 右
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つどいの広場　
大字粟殿1000 -1 保健福祉センター「陽だまり」 43-9112

▽日時　月～金曜　9:00 ～ 16:00（祝日を除く）

▽対象　０歳～就学前の子どもとその保護者　

▽費用　無料
イベント名 日時 内容

年
齢
別

ふ
れ
あ
い
の
日

０歳児の日 12/7 ㊌ 9:00 ～ 12:00
クリスマスツリーやリースの型紙に
飾り付けをしましょう。１歳児の日 12/14 ㊌ 9:00 ～ 12:00

２・３歳児の日 12/21 ㊌ 9:00 ～ 12:00

誕生日会（12月生まれ） 12/15 ㊍ 11:30～、14:30～ みんなでお祝いをしましょう。

発育測定 12/19 ㊊ 10:00 ～ 11:30 身長・体重を計測できます。

怒鳴らない子育て講座
～入門編～ 12/ ９㊎ 10:00 ～ 11:30

おおむね１歳半以上のお子さんの保護者。定員 15名。
ほめて育てる方法を一緒に学びましょう。
同室託児あり。12/5 締切です。

クリスマス会 12/16 ㊎ 11:00 ～ 11:40 パネルシアターを見たり踊ったり、楽しい時間を過ごしましょう。

　

乳幼児健診・相談・教室　　　　　　　　　　　　　　　　
行事 対象 日程 備考

4か月児健康診査 平成 28年８月生 12/19 ㊊・27㊋
受付時間　13：00～ 14：00
※ �2 歳 6か月児歯科健康診査は
　 9：00～ 10：00
場所　保健福祉センター「陽だまり」1階

10か月児健康診査 平成 28年２月生 12/16 ㊎・26㊊

1歳 6か月児健康診査 平成 27年５月生 12/ ８㊍・22㊍

2歳 6か月児歯科健康診査 平成 26年５月生 12/ ８㊍

3歳 6か月児健康診査 平成 25年５月生 12/14 ㊌・15㊍

すくすく相談
生後 9か月未満 12/ ６㊋ 受付時間　9：30～ 10：00

場所　保健福祉センター「陽だまり」1階
持ち物　母子手帳生後 9か月～ 1歳 7か月未満 12/20 ㊋

マタニティ教室 妊娠４か月～ 8か月未満の妊
婦とその家族

1回目：1/13 ㊎
2回目：1/20 ㊎
3回目：1/30 ㊊
※けんこう増進課へ要申込
　（定員 20人）

実施時間　９：30～ 12：00
場所　保健福祉センター「陽だまり」1階
持ち物　母子手帳・筆記用具

子どものページ

子育て支援センター やまぼうし　
大字谷 280 飛鳥学院保育所内　 45-4356 

▽日時　月～金曜　9:00 ～ 12:00、12:30 ～ 15:00
　　　　土曜日　　10:00～ 11:30

▽ �対象　０歳～未就園の子どもとその保護者

▽費用　無料
イベント名 日時

親子教室 お誕生会 12/ ６㊋ 10:30 ～ 11:30

特別企画
英語で遊ぼう 12/ ８㊍ 10:30 ～ 11:00

音で遊ぼう 12/15 ㊍ 10:30 ～ 11:30

親子体操 12/ １㊍ 10:30 ～ 11:30

ホール開放
12/ ３㊏ 10:00 ～ 11:30
12/10 ㊏ 10:00 ～ 11:30
12/17 ㊏ 10:00 ～ 11:30

クリスマス会 12/24 ㊏ 10:00 ～ 11:30

▽問い合わせ先　けんこう増進課（ 45‐3443）

要申込

要申込

NPO 法人おひさまひろば
ひなたぼっこ保育園　
大字河西 239-6 　 46-5169 
　ひなたぼっこ保育園の小さなお
家ですが、月 3回親子のイベント
としてオープンプログラムをして
います。家庭的な雰囲気のなか、季節の行事やさまざまな
遊び・体験を親子で楽しんでください。
◆あったかひろば　第２木曜 10:00 ～ 11:30
親子のひろば、楽しいパネルシアターや歌あそびをしましょう。
◆リズムあそび　毎月最終の水曜 10:00 ～ 11:30
音楽やリズムに合わせてのびのび体を動かしましょう。
◆季節のイベント　10:00 ～ 11:30

※日程は問い合わせてください。
※事前申込みをしたうえで、参加してください。

12月クリスマスブーツ作り
1 月 おもちつき

2月 豆まき
3月 おひなまつり
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広
告

広告に関する問い合わせは、大光宣伝 0120-540-888 へ

みんなで調理実習、おいしくできたよ
　桜井市食生活改善推進員を講師に、桜井高校の１
年生全クラスが調理実習を行いました。「奈良に根
ざした食育」をテーマにして、地元の特産物である
大和いもを団子にして添えたにゅうめんと、くず餅
の２品に挑戦。どの班も協力しながら楽しく調理し、
試食時間には「おいしい！」と笑顔が溢れました。

見て楽しいアイシングクッキー
　中央公民館で、ハロウィンを前に小学生以下を対
象としたアイシングクッキー教室を開催。かぼちゃ
やおばけの形をしたクッキーに、クリームでデコ
レーションをしました。それぞれお手本を見ながら
個性的でかわいく作り上げ、「かわいくて食べるの
がもったいない」と、はにかむ子どももいました。

桜井市

ＮＥＷＳ
PHOTO

❀
どーもくんと一緒に歌ったよ♪
　市制 60周年を記念して、市民会館で BSプレ
ミアムの番組「みんなDEどーもくん！」の公開収
録が行われ、高倍率の抽選に当選した家族連れが集
まりました。子どもたちは、テレビで見るキャラク
ターと一緒に歌や踊りを楽しみました。

10/23日

㊐10/16
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広
告

日頃の成果を発表する市展が順に開催
　11/5,6 に児童画展、11/6 には芸能合同発表会が
行われました。子どもたちの元気な作品が並んだ部
屋では「私の絵、これだよ！」と嬉しそうに両親を
呼ぶ声が聞こえました。芸能発表会でも、それぞれ
の伝統芸能に大きな拍手が湧きあがっていました。

11/11

11/2

祝 ご結婚！
　９月から桜井市の広報大使に就任されている「笑
い飯」の哲夫さんが結婚を発表され、松井市長がお
祝いの花束を手渡しました。大使就任直後のおめで
たい話題に、市長は「桜井市もどんどんいい話題を
出していけるよう、哲夫さんの幸せにあやかってが
んばっていきたい」と話しました。

なんばで奈良県を PR ！
　笑い飯をはじめ、奈良県出身の芸人やご当地アイ
ドルなどが特別に出演する「奈良グランド花月」公
演がなんばグランド花月であり、ひみこちゃんら県
内のキャラクターが盛り上げに駆けつけました。大
阪で奈良のキャラクターが集まるという珍しい光景
に道行く多くの人が立ち止まり、楽しんでいました。

㊌

㊎
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作り方
①絹ごし豆腐は軽く水気を切る。
② �ザルにキッチンペーパーを敷き、ヨーグルト
を入れて 15分水気を切る。←（ヨーグルトか
ら出た水分は、ホエーといって栄養が豊富）

③ �水に粉ゼラチンをふり入れふやかし、湯せん
にかけて溶かす。

④�クリームチーズにグラニュー糖を加えて泡立て
器でよく混ぜ、①・②・③・レモン汁を順に加
えて混ぜ合わせる。

⑤器に入れて冷やし固め、ゆであずきを添える。

豆腐の和風チーズケーキ

今月の１品

材 料 分量 (6 個分 )
絹ごし豆腐……1/2P（150g）
プレーンヨーグルト…200g
　粉ゼラチン………1P（5g）
　水…………………大さじ 2
クリームチーズ…… …100g
グラニュー糖………大さじ 4
レ モ ン 汁 ………… 小 さ じ 1
ゆであずき…1/2 缶（100g）エネルギー 121kcal 

広
告

広告に関する問い合わせは、大光宣伝 0120-540-888 へ

ま
ち
か
ら
の
お
便
り

市
民
体
育
祭
の
表
紙
写
真
、
躍

動
感
が
あ
っ
て
イ
キ
イ
キ
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
ね
。　　
　
（
30
代・Ｙ
さ
ん
）

万
葉
ま
つ
り
や
体
育
祭
な
ど
の

写
真
を
見
る
と
、
そ
の
と
き
の

楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
文
字
だ
け
で
な
く
写
真
が

あ
る
と
、
雰
囲
気
が
よ
く
伝
わ

り
ま
す
ね
。（
70
代
・
Ｏ
さ
ん
）

大
和
さ
く
ら
い
万
葉
ま
つ
り
に

参
加
し
、
み
な
さ
ん
と
桜
井
音

頭
を
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。
ま

つ
り
の
様
子
が
思
い
出
さ
れ
ま

し
た
。　
　
（
60
代
・
Ｈ
さ
ん
）

　
今
年
度
か
ら
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
が

増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ベ
ン

ト
の
様
子
が
写
真
で
よ
く
わ
か
る

と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
も
み
な
さ
ん
の
笑

顔
を
取
材
に
行
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

「
日
本
の
国
の
は
じ
ま
り
・
桜

井
」
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
桜
井
市

を
再
発
見
で
き
る
の
で
楽
し
み

で
す
。　　
　
（
30
代・Ｙ
さ
ん
）

市
内
の
歴
史
に
つ
い
て
詳
し
く

書
か
れ
て
い
て
、
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。　
（
10
代
・
Ｍ
さ
ん
）

い
ろ
ん
な
発
祥
の
地
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
、
桜
井
に
住
ん

で
い
る
こ
と
が
嬉
し
く
な
り
ま

し
た
。　
　
（
60
代
・
Ｙ
さ
ん
）

　
み
な
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
桜
井

市
は
、歴
史・文
化
財
の
宝
庫
。「
市

内
の
歴
史
的
な
出
来
事
を
も
っ
と

知
り
た
い
」「
有
名
な
社
寺
に
つ

い
て
、
市
外
の
知
人
に
説
明
で
き

る
よ
う
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
ほ

し
い
」
と
い
う
ご
意
見
が
よ
く
届

き
ま
す
。
今
後
の
連
載
企
画
で
考

え
て
い
き
ま
す
。



31 Sakurai City Public Relations

広
告

　
11
月
３
日
文
化
の
日
に
、
市
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
表
彰
は
、
市
の
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
自
治
・
産
業
・
観
光

な
ど
の
振
興
お
よ
び
公
益
の
増
進
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
、
市
民

の
模
範
と
し
て
そ
の
功
績
が
顕
著
な
人
に
贈
ら
れ
ま
す
。
今
年

は
、
20
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
活
動
の
功
労
者
の
表
彰
は
、
新
年
１
月
５
日
の
消
防
出

初
式
に
行
い
ま
す
。

第
45
回
　
桜
井
市
表
彰

産
業
の
振
興

　
中
川 

雄
司
さ
ん

　
西
崎 

勝
子
さ
ん

　
郡
山 

尚
さ
ん

　
抜
井 

祥
全
さ
ん

　
廊
坊 

篤
さ
ん

　
卜
部 

義
幸
さ
ん

　
北
島 

賢
二
さ
ん

教
育
の
振
興

　
東
野 

佳
代
子
さ
ん

　
吉
岡 

節
子
さ
ん

　
藤
本 

圭
造
さ
ん

　
箕
輪 

定
子
さ
ん

社
会
福
祉
の
増
進

　
内
藤 
和
郎
さ
ん

　
谷
口 

直
人
さ
ん

　
清
水 

宏
泰
さ
ん

　
阪
口 

清
子
さ
ん

　
吉
川 

和
子
さ
ん

　
板
原 

シ
ズ
さ
ん

自
治
の
振
興

　
中
西 

照
夫
さ
ん

　
森
本 

逸
雄
さ
ん

　
堤
野 

芳
次
さ
ん

編集後記

熊野市と友好都市を結んで
30周年。夏に花火大会を経
験し、熊野紹介ページを作
るにつれて、すっかりまち
の虜に。表紙写真のウォー
キングフェスティバルには、
熊野市から 60 名もの参加
がありました。これまで以
上に両市の交流が続いてい
けば嬉しいです。市役所玄
関前には那智黒石の立派な
オブジェがあります。ぜひ
一度ご覧ください。（土家）

秋のさまざまなイベントが
終わり、今年もあと 1 か
月となりました。今年やろ
うと思っていたこといくつ
できましたか？今年を振り
返ってみて下さい。もしや
り残したことがあったら、
大きなことでも小さなこと
でも１つチャレンジしてみ
ましょう。「終わりよければ
すべてよし」（蓑原）



■
編

集
・

発
行

　
桜

井
市

総
務

課
　

〒
633-8585

桜
井

市
大

字
粟

殿
432-1（

0744-42-9111）

市民の動き　　平成28年 10月31日現在（前月比）
　　　　　人口  58,681 人 (-12）〉〈男  27,963 人 (-9)〉〈女  30,718 人 (-3)〉〈世帯数  24,595 世帯 (+12）〉

日
本
の
国
の
は
じ
ま
り
・
桜
井

～
競
馬
発
祥
の
地
～

今月のプレゼント（５名様）

　　　はるさめ詰め合わせ 

　今月のプレゼントは、大和さくら
いブランドに認定されている、奈良食品（株）さんの
戎はるさめ詰め合わせ（はるさめ 70g× 3・すき焼
きはるさめ 100g×2）です。国産原料で無添加、
すべて手作りというこだわり品。鍋などに入れても
崩れにくく、もちもちとした食感が特徴です。
　ぜひ応募してください。

※�クイズ正解者の中から抽選でプレゼントが当たります。当
選者には事業所から直接賞品を発送します。
※�発表は発送をもって代えさせていただきます。また、お送
りいただいた個人情報は、当選商品の発送のためにのみ使
用します。

広報クイズ
・桜井市と友好都市の熊野市は、何遺産のまち？
  「　　　　　 遺産 」

アンケート
・広報わかざくら 12月号のご意見、ご感想
・取り上げてほしい企画や内容

応募方法
クイズの答え、住所、氏名、年齢、アンケートを書いて、
ハガキ、FAXまたは右下のQRコードから応募してくだ
さい。
〒633 - 8585 桜井市役所総務課「広報 12月号」係　
FAX 42 - 2656
締切：12月 15日㊍

クイズ
＆

プレゼント

奈良食品株式会社
桜井市脇本 448　 42-4396

広
報

 わ
か

ざ
く

ら
　

2016
年

12
月

号
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 N
o.1270

　
大
字
外
山
に
、
粟
原
川
に
か
か

る
跡あ

と
み見

橋
と
い
う
小
さ
な
橋
が
あ

り
ま
す
。

　

天
武
天
皇

８
年
８
月
、

天
皇
が
初
瀬

へ
行
幸
さ
れ

た
と
き
、
巻

向
山
の
北
に

あ
る
迹

と
ど
ろ
き
の
ふ
ち

驚
淵

の
上ほ

と
りで

宴
会
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
際
、
ま
わ
り
の
者
に
「
乗
馬
の

外
に
良
馬
を
設
け
て
、
召
さ
む
ま

ま
に
出
せ
」と
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
初
瀬
か
ら
の
帰
り
、
跡

見
の
驛う

ま
や家

の
道
の
ほ
と
り
に
て
、

「
こ
れ
ら
の
良
馬
を
し
て
競
走
さ

せ
、
み
そ
な
わ
し
た
（
＝
ご
覧
に

な
っ
た
）」

と
日
本
書

紀
に
記
さ

れ
て
い
ま

す
。
神
武

東
征
の
折

に
は
、
こ

こ
で
後
ろ

を
見
返
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
が

あ
り
、「
跡
見
橋
」
は
そ
れ
に
由

来
し
て
い
ま
す
。

　
近
代
競
馬
は
、
文
久
２
年
に
横

浜
で
外
国
人
に
よ
り
行
わ
れ
た
の

が
始
ま
り
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
競
馬
（
く
ら
べ
う
ま
・

き
そ
い
う
ま
）
と
い
っ
た
呼
び
方

で
、
も
っ
と
古
く
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
の
で
す
。
日
本
書
紀
の
記
事

は
、
文
献
に
な
っ
て
い
る
我
が
国

で
の
競
馬
の
最
初
の
貴
重
な
記
録

と
言
え
ま
す
。

　
全
国
各
地
の
古
墳
か
ら
馬
具
や

馬
の
形
の
埴
輪
が
数
多
く
出
土
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
馬
は
古
代
か
ら
人
間
の
生
活

と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
今
で
は
市
内
に
競
馬
場

や
牧
場
も
な
く
、
近
く
で
馬
を
見

ら
れ
る
機
会
も
な
か
な
か
あ
り
ま

せ
ん
。
競
馬
発
祥
の
地
が
桜
井

だ
っ
た
と
い
う
記
録
は
、
意
外
に

思
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

昭和 61年に戒重で撮影された写真です。
煙をあげながらSL大和路号が奈良～王寺
間を、期間限定で運転していました。

昔の写真を探しています。心当たりがあれば、
総務課文書広報係（ 42‐9111 内線 324）
までお寄せください。

市内では、粟殿のとれとれ
市場で購入することができ
ます。


